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学びやに別れを告げ新たな一歩を踏み出す
　市内の小・中学校で３月18・19日に卒業式が行われ、小
学生269人、中学生278人が通い慣れた学校から巣立ちました。
　東小学校では44人が卒業を迎え、鈴木桂子学校長から一
人一人に卒業証書が手渡されました。鈴木学校長は「卒業証
書を受け取った瞳は清く、りりしく輝いていた。みなさんに
は、夢や友との絆がある。夢を膨らませ、人を思う絆は一人
一人の未来だけでなく、日本や世界の未来を描く大きな力と
なる。自信を持って歩んでほしい」と式辞を述べました。
　卒業生と在校生は、お互いに感謝の思いを込めてお別れの
歌を贈り、最後に会場の全員で校歌を合唱。卒業生は、保護
者や先生、在校生などに見送られ会場を後にしました。

主な内容
❷　平成26年度予算概要
❺　市制施行60周年・合併10年　記念ロゴマーク決定！
❺　４月から医療費の負担額が変わります
❻　国保「平成26年４月からの制度改正」
❽　住宅リフォーム補助制度をご活用ください
❾　お願い　ホームタンクからの油漏れにご注意を
�　山岳博物館　春の山博イベント
�　第14回アルプス囲碁村まつり
�　生涯学習
�　情報ステーション
�　くらしの案内板
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 平成26年度 予算概要
３つの重点プロジェクトの着実な成果に向けて
一般会計予算 162億2,000万円　特別会計予算 138億7,673万円

　平成26年度の予算が大町市議会３月定例会で成立し、４月から各事業がスタートしました。
25年度当初予算を３億7,400万円（2.4％）上回る予算規模となります。特別会計は水道や病院な
ど９会計で、総額138億7,673万円、前年比14.3％増となります。
■問い合わせ　企画財政課財政係　℡ 市 内線591・592

市税：市民税や固定資産税など皆さ
んに納めていただくお金

地方交付税：市の財政力に応じて、
国から交付されるお金

国・県からの補助金：事業に対して
の国または県からの補助金

市債：事業を行うために市が銀行な
どから借りるお金

自主財源：市が国などに依存しない
で自主的に確保できる収入

依存財源：市が自主的に収入せず、
国や県などから配分される収入

● 一般会計のポイント…………………………………………………………………
【市税】法人市民税などの減により、前年度比6,280万円（1.6％）の減を見込んでいます。
【地方交付税】5,000万円（0.8％）の増を見込んでいます。
【市債】ライチョウ飼育舎建設事業や道路・施設などの整備に有利な合併特例債の活用を見込んでいます。
【国・県からの補助金など】市道若宮駅前線整備事業に対する国庫補助金や、観光施設整備事業に対する県
補助金などの増額を見込んでいます。

【繰入金・繰越金など】観光施設の整備や道路の新設・改良、文化会館設備の改修事業などに基金を繰り入
れる予定です。

　第４次総合計画の後期基本計画の「定住促進」「働く場の確保と産業おこし」「安心して安全に暮らすまち」
の３点を重点プロジェクトに予算を重点配分し、全庁体制で事業を進めていきます。特に「定住促進」は、
人口増に向けた最重要施策の一つと考えています。（具体的な事業は、後ページ）

● 各会計別予算規模……………………………………………………………………
会計名 H26年度 対前年度比（％）

一般会計 162億2,000万円 ＋ 2.4 ％

特別会計

特別会計

国民健康保険 34億3,294万円 ＋ 2.7 ％
後期高齢者医療 3億3,746万円 ＋ 8.9 ％
公営簡易水道事業 2億5,862万円 ＋ 0.3 ％
温泉宿泊施設事業 4,583万円 ＋ 63.6 ％

企業会計

水道事業 8億1,069万円 ＋ 0.6 ％
温泉引湯事業 1億3,461万円 ＋ 27.8 ％
公共下水道事業 20億5,057万円 ＋ 44.5 ％
農業集落排水事業 1億7,716万円 ＋ 68.1 ％
病院事業 66億2,879万円 ＋ 15.0 ％
特別・企業会計小計 138億7,673万円 ＋ 14.3 ％

総計 300億9,673万円 ＋ 7.6 ％

※会計別に１万円以下の端数があるため、内訳と計は一致しません。

歳
入

歳
出

一般会計
162億2,000千円
（前年度比＋2.4%↑）

市税
39億1,383万円　24.1％
前年度比－1.6％

使用料および手数料
2億8,476万円　1.8％
前年度比＋2.3％

分担金および負担金
1億8,410万円　1.1％
前年度比－2.0％

繰入金・繰越金など
8億1,156万円　5.0％
前年度比＋22.9％

財産収入など諸収入
9億8,814万円　6.1％
前年度比－4.1％

↑

↑

自主財源
61億8,239万円
38.1％
前年度比＋0.8％↑

自主財源
61億8,239万円
38.1％
前年度比＋0.8％↑

依存財源
100億3,761万円
61.9％
前年度比＋3.3％↑

依存財源
100億3,761万円
61.9％
前年度比＋3.3％↑

↑

↑

↑

市債
12億4,466万円　7.7％
前年度比－3.0％

国・県からの補助金など
20億7,635万円　12.8％
前年度比＋12.1％

地方消費税交付金などの
交付金
4億8,760万円　2.9％
前年度比＋29.0％

地方譲与税
1億7,900万円　1.1％
前年度比－10.3％

地方交付税
60億5,000万円　37.4％
前年度比＋0.8％

↑

↑

↑

↑

↑

歳入
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平成26年度　予算概要

● 主に何をするの？　～主要事業の一部を紹介～

1 定住促進プロジェクト
有料道路利用者負担軽減事業（白馬長野・三才山等）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・336万円
※県と協力して、白馬長野線等を利用する通勤者などの利
用者負担軽減を図ります。

信州大学地域戦略センター共同研究・・・・・・100万円
※定住、移住交流をはじめとした地域おこし戦略事業の共
同研究です。

結婚生活応援商品券・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・360万円
※４年以上定住する新婚の人の生活を応援するため、地域
商品券を贈ります。

「恋人の聖地モニュメント」設置事業・・・・・・320万円
※鷹狩山展望公園に若者が集う場所として、恋人の聖地モ
ニュメントを設置します。

保育園の環境整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150万円
※はなのき保育園の園庭を芝生化します。

地域おこし協力隊員の配置（２年目）・・・・・・・251万円

移住経験者など、外部相談員の配置・・・・・・192万円

都市部での移住定住フェアへの参加・・・・・・121万円

魅力体験ツアーの開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・70万円

マイホーム取得助成（28年度まで）・・・・・2,000万円

住宅リフォーム助成（最終年度）・・・・・・・・・3,000万円

八坂・美麻地区に定住促進住宅を建設・・・6,630万円

八坂・美麻地区空き家入居者助成・・・・・・・・・・100万円

八坂・美麻地区起業・就業チャレンジ助成

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・600万円

八坂・美麻地区地域振興事業・・・・・・・・・・・2,609万円

新

新

新

新

新

25年度は美麻地区に定住促進住宅「桜台団地」（３戸）を新築

職員給与など
人にかかるお金

借入金の返済に
かかるお金

保育所運営や医療費助成など
主に福祉・医療にかかるお金

道路・体育施設・庁舎・学校
などの設備にかかるお金

委託や施設の維持管理などに
かかるお金

他の会計などに繰り出すお金

広域連合や各種団体への
負担金・補助金

職員給与など
人にかかるお金

性質別 目的別
高齢者・障がい者などの

福祉全般や
子育て支援などに

行政運営に

保健・医療や
ごみ処理などに

借金の返済に

道路など土木施設の
維持管理や整備・除雪などに

経済や産業の発展に

学校・生涯学習に

救急や消防・防災に

高齢者・障がい者などの
福祉全般や

子育て支援などに

行政運営に

保健・医療や
ごみ処理などに

借金の返済に

道路など土木施設の
維持管理や整備・除雪などに

経済や産業の発展に

学校・生涯学習に

救急や消防・防災に

義
務
的
経
費
42
・
４
％

そ
の
他
経
費
49
・
４
％

義
務
的
経
費
42
・
４
％

投
資
的
経
費
８
・
２
％

そ
の
他
経
費
49
・
４
％

借入金の返済に
かかるお金

保育所運営や医療費助成など
主に福祉・医療にかかるお金

道路・体育施設・庁舎・学校
などの設備にかかるお金

委託や施設の維持管理などに
かかるお金

他の会計などに繰り出すお金

広域連合や各種団体への
負担金・補助金

中小企業や融資あっせん資金
などの貸付金

中小企業や融資あっせん資金
などの貸付金

一般会計　162億2,000万円 前年度比＋2.4％↑前年度比＋2.4％↑

将来に備えて蓄えるお金
30万円　0.0％
前年度比－50.0％

↑

維持補修費・予備費など
3億8,962万円　2.4％
前年度比－5.3％

↑

貸付金
5億5,816万円　3.4％
前年度比 0.0％

補助費
21億4,023万円　13.2％
前年度比＋6.7％↑

↑

繰出金
20億9,727万円　12.9％
前年度比－2.3％

↑

物件費
28億2,058万円　17.4％
前年度比＋11.1％↑

普通建設事業費など
13億3,743万円　8.2％
前年度比－4.5％

↑

扶助費
20億6,006万円　12.7％
前年度比＋8.4％↑

公債費
19億1,767万円　11.8％
前年度比－7.4％

↑

人件費
28億9,868万円　17.9％
前年度比＋3.0％↑

民生費
42億7,817万円　26.4％
前年度比＋4.0％↑

議会費　1億7,246万円　1.1％
前年度比＋0.4％↑
総務費 22億7,458万円 14.0％
前年度比＋10.4％↑
予備費　3,500万円　0.2％
前年度比 0.0％

商工費  10億1,267万円  6.2％
前年度比＋5.6％↑

教育費 13億5,077万円  8.3％
前年度比＋0.1％↑

消防費　5億9,018万円  3.7％
前年度比＋11.6％↑

農林水産業費 4億9,028万円 3.0％
前年度比＋11.2％↑
労働費　1億2,899万円　0.8％
前年度比－0.2％

衛生費
22億7,712万円　14.0％
前年度比＋1.2％↑

公債費
19億1,767万円　11.8％
前年度比－7.4％

↑

土木費
16億9,211万円　10.5％
前年度比－2.4％

↑

↑

↑
歳出

※割合を小数点第１位で
表示しているため、合
計は100％になりません。
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平成26年度　予算概要

2 働く場の確保と
　 産業おこしプロジェクト

産業立地推進員の新規配置・・・・・・・・・・・・・・・417万円
※新たに産業立地推進員を大阪に配置します。

地サイダー開発事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・300万円
※地サイダーの開発を支援します。

中信４市ワインイベント・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150万円
※中信４市合同で、ワインイベントを名古屋市で開催します。

工場誘致振興条例助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・322万円

企業誘致事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,158万円

農業経営基盤強化、農業流動化・・・・・・・・・・・・418万円

農業推進支援センター運営・・・・・・・・・・・・・・・・491万円

園芸振興助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・343万円

空き店舗活用、イベント事業助成・・・・・・・・・700万円

観光ガイド養成、観光達人検定・・・・・・・・・・・・・45万円

くろよん50周年負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,000万円

3 安心して安全に暮らす
　 まちプロジェクト

消防団デジタル無線整備・・・・・・・・・・・・・・・7,116万円
※法改正に対応したデジタル機器を整備します。

揺れやすさマップ制作・調査・・・・・・・・・・・・・・400万円
※地盤地質調査を行い地図化します。（27年までの継続事業）

体育館非構造部材耐震改修事業・・・・・・・・4,059万円

東日本大震災を教訓とした防災資機材整備
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,457万円

デジタルアーカイブ事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・913万円

北陸新幹線関連事業負担金 ・・・・・・・・・・・・・500万円

市制施行60周年テレビ番組制作・・・・・・550万円

広域周遊観光バス運行・・・・・・・・・・・・・・・・・・383万円

幅広い年齢層の学習機会充実・・・・・・・・・・・・・900万円

図書資料購入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・800万円

図書館システムの更新・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・534万円

山村留学の支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,800万円

コミュニティ集会施設整備・・・・・・・・・・・・・・1,600万円

太陽光発電システム普及促進助成・・・・・・・・750万円

国民健康保険の運営支援・・・・・・・・・・・・・・・・6,070万円

大町総合病院への繰出金・・・・・・・・・・・・7億9,755万円

新 新
新

新

新

新

新

新

ことしは扇沢と黒部ダムを結ぶトロリーバスが開通50周年

消防デジタル機器を更新し、通信エリア拡充と常備消防との連携を強化
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　「
広
報
お
お
ま
ち
１
月
号
」で
募

集
し
ま
し
た「
大
町
市
制
施
行
60

周
年
・
合
併
10
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー

ク
」が
決
定
し
ま
し
た
。
応
募
総
数

は
、
県
内
外
か
ら
99
点
。
大
勢
の

皆
さ
ん
に
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
２
月
10
日
に
開
催
し
た
第
２
回

大
町
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
10

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
審
査

を
行
い
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀

賞
12
点
を
選
定
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
選
定
し
た
ロ
ゴ
マ
ー

ク
は
、
今
後
、
大
町
市
制
施
行
60

周
年
・
合
併
10
年
を
市
内
外
に
周

知
し
て
い
く
た
め
に
、
記
念
事
業

の
ポ
ス
タ
ー
や
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

応
募
状
況

■
応
募
者
数
　
56
人
（
う
ち
市
内

か
ら
の
応
募
者
数
　
24
人
）

■
応
募
作
品
数
　
99
点

審
査
結
果

■
最
優
秀
賞
　
１
点（
１
人
）

３
万
円
相
当
の
金
券
お
よ
び
特
製

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
ク
オ
カ
ー
ド
贈
呈

居
関
　
孝
男
　
様（
京
都
府
京
都
市
）

■
優
秀
賞
　
12
点（
９
人
）　
特
製

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
ク
オ
カ
ー
ド
贈
呈

降
籏
　
芳
彦
　
様（
大
町
市
）

高
橋
　
肇
　
　
様（
安
曇
野
市
）

松
岡
　
光
雄
　
様（
新
潟
県
新
潟
市
）

濱
口
　
温は
る

男お

　
様（
高
知
県
高
知
市
）

牧
野
　
正
明
　
様（
大
町
市
）

三
巻
　
保や
す

征ゆ
き

　
様（
新
潟
県
三
条
市
）

池
田
　
仁
　
　
様（
松
本
市
）

梅
村
　
元
彦
　
様（
愛
知
県
春
日
井
市
）

今
井
　
弘
実
　
様（
大
阪
府
大
阪
市
）

■
問
い
合
わ
せ

大
町
市
制
施
行
60
周
年
・

合
併
10
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

（
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
内
）

℡
市
内
線
５
２
１

大
町
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
10
年

記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定
！

　
お
支
払
い
い
た
だ
く
負
担
額

の
基
に
な
る
診
療
報
酬
点
数
が
、

４
月
１
日
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
で
は
、
検
査
費
用

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
額
が
変

更
さ
れ
る
ほ
か
、
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
う
医
療
機
関
の

仕
入
れ
な
ど
に
係
る
税
負
担
に

つ
い
て
、
初
・
再
診
料
等
に
補

完
的
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
定
は
、
厚
生
労
働
省
の

告
示
に
基
づ
く
も
の
で
、
全
国

の
医
療
機
関
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
診
療
報
酬
点
数
の
変
更
例

▽
初
診
料
　
２
７
０
点
→
２
８
２
点

▽
外
来
診
療
料
　
70
点
→
73
点

　
今
回
の
改
定
お
よ
び
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
初
診

時
選
定
療
養
費
、
書
類
代
、
病

棟
の
個
室
使
用
料
な
ど
の
負
担

額
を
変
更
し
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 大

町
総
合
病
院

４
月
か
ら
医
療
費
の
負
担
額
が

変
わ
り
ま
す
■
負
担
額
の
変
更
例

▽
初
診
時
選
定
療
養
費（
※
１
）

１
０
５
０
円
→
１
０
８
０
円

▽
生
命
保
険
用
書
類
代

５
２
５
０
円
→
５
４
０
０
円

▽
個
室
使
用
料
の
一
例（
※
２
）

▽
３
１
５
０
円
→
３
２
４
０
円

（
※
１
）
紹
介
状
を
持
た
ず
に

２
０
０
床
以
上
の
病
院
を
受
診

し
た
場
合
に
必
要
な
費
用

（
※
２
）部
屋
ご
と
に
違
い
ま
す
。

　
診
療
内
容
が
同
じ
で
も
、
３

月
と
４
月
で
は
負
担
額
が
違
う

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
計
算

内
容
な
ど
不
明
な
点
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
総
合
病
院

℡
２
２
・
０
４
１
５

▽
外
来
診
療
お
よ
び
全
般
的
な

内
容
に
つ
い
て

医
事
課
外
来
係
　
内
線
２
０
２
３

▽
入
院
費
用
に
関
係
す
る
内
容

に
つ
い
て

医
事
課
入
院
係
　
内
線
２
０
２
０
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　国民健康保険法が改正されたことに伴い、平成26年度から、70～
74歳の人の自己負担割合が変更になります。

■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡ 市 内線 422・423・424

みんなで支える国民健康保険
　「平成26年4月からの制度改正」

自
己
負
担
割
合
の
変
更
点

　
国
保
に
加
入
す
る
70
～
74
歳
ま

で
の
人
が
医
療
機
関
に
か
か
っ
た

と
き
の
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

は
原
則
２
割
で
す
が
、
国
で
は
個

人
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
自

己
負
担
割
合
を
１
割
と
す
る
措
置

を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
自
己

負
担
割
合
が
、
国
民
健
康
保
険
法

の
改
正
に
伴
い
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
変
更
点
は
、
自
己
負
担
割
合
が
、

今
後
新
た
に
70
歳
に
な
る
人
か
ら
、

原
則
ど
お
り
の
２
割
に
な
る
と
い

う
点
で
す
。

　
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
人
が
該
当
し
ま
す
。
昭
和

19
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

人
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
１
割
で

す
。【
図
表
１
】

　
現
役
並
み
所
得
者（
※
）の
自
己

負
担
割
合
は
３
割
で
、
以
前
と
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
住
民

税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

で
も
、【
図
表
２
】
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
は
、申
請
に
よ
り
、

１
割
ま
た
は
２
割
に
な
り
ま
す
。

※
現
役
並
み
所
得
者

：

同
一
世

帯
に
、
住
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
70
～
74
歳
の

国
保
被
保
険
者
が
い
る
人

70
歳
に
な
る
皆
さ
ん
へ

高
齢
受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
70

歳
に
な
る
と
、
市
か
ら
、
自
己
負

担
割
合
な
ど
を
記
載
し
た
「
高
齢

受
給
者
証
」
を
誕
生
月
に
お
送
り

し
ま
す
。
高
齢
受
給
者
証
は
、
70

歳
に
な
る
と
医
療
を
受
け
る
と
き

の
自
己
負
担
割
合
が
変
わ
る
の
で
、

そ
れ
を
分
か
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
病
院
な
ど
の
窓
口

で
、
高
齢
受
給
者
証
を
国
保
の
保

険
証
と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

　
高
齢
受
給
者
証
が
対
象
と
な
る

期
間
は
、
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月

か
ら
75
歳
に
な
る
ま
で
で
す
。

75
歳
に
な
る
皆
さ
ん
へ

　
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
、「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
加
入
し

ま
す
。
誕
生
日
の
約
１
週
間
前
に
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

を
お
送
り
し
ま
す
。

退
職
後
の
健
康
保
険

　
社
会
保
険
・
健
康
保
険
組
合
な

ど
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保

険
制
度
に
現
在
加
入
し
て
い
る
人

が
退
職
す
る
と
、
退
職
日
の
翌
日
か

ら
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
り
、

同
時
に
被
扶
養
者
に
認
定
さ
れ
て

い
る
ご
家
族
も
被
扶
養
者
の
資
格

を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
退
職
後
に
加
入
す
る
健
康
保
険

は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
四
つ
で

す
。
詳
し
く
は
各
お
手
続
き
先
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。【
図
表
３
】

【図表１】70 〜 74 歳の人の自己負担割合

【図表２】現役並み所得者

同一世帯の70歳以上75歳未満の
国保被保険者数 同一世帯の収入

1　人

383万円未満

後期高齢者医療制度への移行に
伴い、国保を抜けた人を含めて
合計520万円未満

2　人　以　上 合計520万円未満

70歳になるまで 新たに70歳になる人
（昭和19年4月2日以降生まれの人）

すでに70歳以上の人
（昭和19年4月1日以前生まれの人）

３割
小学校就学前は２割

２割
誕生日の翌月から２割に

現役並み所得者は３割

１割
これまでと変更なし
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みんなで支える国民健康保険

1
健
康
保
険
な
ど
の

　
被
保
険
者
に
な
る
場
合

　
再
就
職
す
る
場
合
は
、
再
就
職

先
で
健
康
保
険
に
加
入
で
き
る
か
、

事
業
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

2
ご
家
族
の
被
扶
養
者
に

　
な
る
場
合

　
年
収
１
３
０
万
円
未
満
（
60
歳

以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
ま
た
は

障
が
い
を
事
由
と
す
る
年
金
受
給

者
は
１
８
０
万
未
満
）
で
あ
る
こ

と
の
ほ
か
、
各
種
健
康
保
険
組
合

独
自
の
認
定
基
準
が
あ
り
ま
す
。

被
扶
養
者
に
な
れ
る
か
、
ご
家
族

が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合

な
ど
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

3
任
意
継
続
健
康
保
険
に

　
加
入
す
る
場
合

　
1
お
よ
び
2
に
該
当
し
な
い

人
は
、
任
意
継
続
健
康
保
険
ま

た
は
国
民
健
康
保
険
の
い
ず
れ

か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
希
望
に
よ
り
、
以
前
の
勤

務
先
の
健
康
保
険
に
最
大
２
年

間
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
に
は

一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
業
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

4
国
民
健
康
保
険
に

　
加
入
す
る
場
合

　
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
人
が
加
入
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
は
前
年
の

収
入
な
ど

に
よ
っ
て

決
ま
る
た

め
、
納
付

に
つ
い
て

事
前
に
考

慮
し
て
お

く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
老
齢
基
礎
年
金
を
将
来
受
給

す
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を
納

め
た
期
間
や
保
険
料
を
免
除
さ

れ
た
期
間
な
ど
が
３
０
０
月
（
25

年
）
以
上
必
要
で
す
。
保
険
料
を

納
め
て
い
な
い
と
、
万
一
の
と
き

の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
保
険
料
は
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

学
生
の
場
合

　
学
生
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人

は
更
新
手
続
き
を
、
４
月
か
ら
制

度
を
利
用
す
る
人
は
印
鑑
と
学
生

証
の
コ
ピ
ー（
両
面
）ま
た
は
在
学

証
明
書
を
持
参
の
上
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
免
除
申
請
が
で
き
る

期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
と
き
は
、
納
付
が
免

除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免

除
申
請
が
で
き
る
期
間
は
、
申
請

日
直
前
の
７
月（「
学
生
納
付
特
例

制
度
」は
申
請
日
直
前
の
４
月
）ま

で
の
１
年
以
内
で
し
た
が
、
26
年

４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２
年

１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

▽
例

：

24
年
６
月
分
を
免
除
申
請

す
る
場
合
→
26
年
７
月
末
ま
で
に

申
請

　「
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
を
活
用
す
れ

ば
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資

格
期
間（
25
年
）に
算
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
過
去
に
未
納
が
あ
る
人
は
、
そ

の
ま
ま
に
せ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
年
金
事
務
所

℡
０
２
６
３
・
３
２
・
５
８
２
１

▽
市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
市
内
線
４
３
４

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

【図表３】

退　職

する

なれる なれるなれない なれない

しない

あなたは再就職しますか？

平成26年４月から27年３月までの
国民年金保険料は、

月額    15,250円

年額  183,000円
です。

選択1健康保険な
どの被保険者

3任意継続健康保険

2ご家族の
被扶養者　

4国民健康保険

再就職先で健康保
険などの被保険者
になれますか？

ご家族が加入して
いる健康保険など
の被扶養者になれ
ますか？
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■
受
け
付
け
案
内

▽
受
付
期
間
　
４
月
１
日（
火
）～

９
月
30
日（
火
）

■
対
象　

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
要

件
を
満
た
す
人

▽
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
ま

た
は
居
住
し
て
い
る
家
族

▽
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

■
対
象
と
な
る
住
宅

　
市
内
に
あ
る
個
人
所
有
の
住
宅

で
、
所
有
者
ま
た
は
家
族
の
居
住

に
供
す
る
住
宅
（
店
舗
併
用
住
宅

の
住
宅
部
分
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
自

己
専
有
部
分
を
含
む
）

※
貸
家
、
借
家
は
対
象
外

※
23
～
25
年
度
に
当
制
度
に
よ
る

補
助
を
受
け
た
住
宅
は
対
象
外

■
対
象
と
な
る
工
事

▽
９
月
30
日
ま
で
に
申
請
受
け
付

け
と
な
る
工
事

▽
個
人
住
宅
の
増
築（
10
㎡
以
内
）、

一
部
改
築
、
補
修
、
修
繕
、
模
様

替
え
、
設
備
改
修
な
ど
の
工
事

▽
対
象
工
事
費
が
20
万
円
以
上
の

工
事（
消
費
税
含
む
）

▽
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
工
事
が

完
了
し
、
工
事
代
金
の
支
払
い
が

で
き
る
工
事

▽
市
内
に
本
社
が
あ
る
住
宅
関
連

業
者（
個
人
事
業
主
を
含
む
）が
施

工
す
る
工
事

対
象
と
な
る
工
事
例

▽
住
宅
の
増
築
、
一
部
改
築

▽
屋
根
の
葺ふ
き

替
え
、
塗
装

▽
外
壁
の
張
り
替
え
、
塗
装

▽
内
壁
、
床
、
天
井
の
張
り
替
え
、

ク
ロ
ス
の
張
り
替
え

▽
建
具
、
畳
、
サ
ッ
シ
な
ど
の
取

り
替
え

▽
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の
改
修
、

公
共
下
水
道
接
続
工
事

▽
手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
な
ど
の
設
置

▽
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、
床
暖
房

な
ど
の
設
置

対
象
と
な
ら
な
い
工
事
例

▽
門
、
塀
、
柵
、
庭
園
整
備
な
ど

の
外
構
工
事

▽
家
電
製
品
、
家
具
な
ど
の
購
入

▽
車
庫
、
物
置
な
ど
の
設
置

▽
カ
ー
テ
ン
の
取
り
付
け
、
取
り

替
え

▽
設
計
費
、
補
助
金
交
付
申
請
に

係
る
費
用

■
補
助
金

▽
対
象
工
事
費
の
20
％
以
内

▽
最
高
限
度
額
20
万
円

▽
千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

例
１
　
対
象
工
事
費
50
万
円

50
万
円
×
20
％
＝
10
万
円

→
補
助
金
10
万
円

例
２
　
対
象
工
事
費
１
２
０
万
円

１
２
０
万
円
×
20
％
＝
24
万
円

→
補
助
金
20
万
円

■
そ
の
他
の
要
件

　
市
の
他
の
補
助
金
対
象
と
な
っ

た
工
事
費
は
該
当
し
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
以
外
の
工
事
で
当
制
度
の
要

件
に
該
当
す
る
工
事
は
対
象
に
な

り
ま
す
。

■
事
業
の
流
れ

①
申
し
込
み（
補
助
金
交
付
申
請
）

②
補
助
金
交
付
決
定
通
知

③
請
負
契
約
・
工
事
着
手

④
工
事
完
了
お
よ
び
実
績
報
告

⑤
補
助
金
の
確
定
・
交
付

※
補
助
金
交
付
決
定
前
に
請
負
契

約
ま
た
は
着
手
し
た
工
事
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み　

　
補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
次
の
書
類
を
添

え
て
直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係

へ▽
収
支
予
算
書

▽
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
見
積
書

▽
住
宅
の
位
置
図

▽
工
事
箇
所
・
内
容
の
分
か
る
図

面▽
工
事
前
の
住
宅
外
観
お
よ
び
工

事
予
定
箇
所
ご
と
の
写
真

※
補
助
金
交
付
申
請
書
は
、
建
設

課
建
築
住
宅
係
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き

ま
す
。

「
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
分
野
別
に
探

す
→
暮
ら
し
→
土
地
・
住
宅
→
住

宅
関
連
→
平
成
26
年
度
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
の
受
付
を
開

始
し
ま
す
」

　
市
で
は
、
平
成
23
～
25
年
度
ま
で
期
間
限
定
で
、
住
環
境
の
向
上
と
地

域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
行
う
地
元
業
者
に
よ
る
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し
て
、
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
当
補
助
期
間
を
26
年
度
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

本
年
度
が
最
終
年
度
で
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
築
住
宅
係
　
℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

対
象
は
９
月
30
日
の
受
け
付
け
分
ま
で

平成26年度が最終年度 　　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
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木
造
住
宅

耐
震
改
修
補
助
事
業

　
市
で
は
、
地
震
に
対
す
る
住

宅
の
安
全
性
向
上
を
図
る「
耐

震
改
修
補
助
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
補
助
金
は
60
万

円
以
内
で
す
が
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
平
成
26
年
度
も
、
補
助

金
を
耐
震
改
修
工
事
費
の
２
分

の
１
か
つ
90
万
円
以
内
に
引
き

上
げ
て
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

工
事
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
補
助
金
は
、
精
密
耐
震
診
断

の
結
果
、「
や
や
危
険
」「
危
険
」

と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
耐
震

性
を
向
上
さ
せ
る
耐
震
改
修
工

事
を
行
う
場
合
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

▽
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
工
事
に
着
手
し
た
在
来
工
法

木
造
住
宅
の

耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

平
成
26
年
度
ま
で
は
補
助
金
額
を

上
限
90
万
円
に
引
き
上
げ
て
実
施

の
木
造
住
宅（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

工
法
や
非
木
造
の
住
宅
は
除
く
）

▽
一
戸
建
て
の
住
宅（
店
舗
併
用

住
宅
を
含
む
）

▽
個
人
所
有
の
住
宅（
長
屋
、
共

同
住
宅
は
除
く
）

ま
ず
は
無
料
の

耐
震
診
断
を
！

　
耐
震
改
修
補
助
を
受
け
る

た
め
に
は
、
最
初
に
精
密
耐
震

診
断
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

診
断
は
無
料
で
す
。

■
申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
直

接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ

※
受
付
件
数
や
申
し
込
み
時
期

に
よ
っ
て
は
、
26
年
度
に
実
施

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

大
町
浄
水
セ
ン
タ
ー
の

灯
油
流
入
事
故
に
つ
い
て

　
３
月
３
日
、
個
人
住
宅
の
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
か
ら
、
バ
ル
ブ
の
閉
め

忘
れ
に
よ
り
、
推
定
５
０
０
リ
ッ

ト
ル
の
灯
油
が
下
水
道
管
に
流
れ

込
む
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
浄
水
セ
ン
タ
ー

の
汚
水
浄
化
機
能
が
低
下
し
、
６

日
に
放
流
水
の
Ｓ
Ｓ（
浮
遊
物
質
）

が
基
準
値
（
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

30
ミ
リ
グ
ラ
ム
）
を
上
回
る
48
ミ

リ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
し
た
。
機
能

低
下
の
原
因
は
、
浄
化
を
促
す
処

理
施
設
の
反
応
槽
内
で
の
微
生
物

死
滅
が
原
因
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
死
滅
し
た
微
生
物

を
含
む
汚
泥
を
抜
き
取
り
、
新
た

に
微
生
物
を
含
む
汚
泥
（
活
性
化

汚
泥
）
と
凝
集
剤
の
投
入
に
よ
る

水
質
浄
化
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
７
日
に
は
Ｓ
Ｓ
数
値

が
32
ミ
リ
グ
ラ
ム
に
な
り
、
８
日

に
は
28
ミ
リ
グ
ラ
ム
と
基
準
値
内

の
数
値
ま
で
低
下
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
引
き
続
き
活
性
化

汚
泥
と
凝
集
剤
を
投
入
し
水
質
の

安
定
を
図
り
、
現
在
は
水
質
が
安

定
し
通
常
運
転
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
事
例
で
、
一
時
的
と
は

い
え
関
係
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
、

ご
心
配
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と

を
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

か
ら
浄
水
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

に
は
、
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
お

り
ま
す
が
、
さ
ら
に
細
心
の
注
意

を
払
い
、
適
正
な
運
転
管
理
に
務

め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

お
願
い

　
冬
季
に
な
る
と
石
油
ス
ト
ー
ブ

を
使
用
す
る
ご
家
庭
も
多
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
灯
油
な
ど
の
流
出
に

は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
管
に
油
類
が
流
れ
込
む

と
、
前
述
の
よ
う
な
甚
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
絶
対
に
流
さ
な

い
よ
う
、
油
類
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
油
類
が
流
入
す
る
と
…

▽
下
水
道
施
設
で
浄
化
で
き
な
い

ま
ま
河
川
な
ど
に
流
出
し
、
環
境

汚
染
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▽
下
水
道
施
設
や
浄
化
槽
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
火
災
や
爆
発
な
ど
危
険
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
被
害
状
況
に
よ
り
、
原

因
者
に
対
し
、
費
用
の
負
担
や
罰

金
な
ど
を
請
求
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
万
一
、
誤
っ
て
油
類
が
下
水
道

管
に
流
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
場
合

や
油
臭
が
す
る
場
合
は
、
速
や
か

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
下
水
道
施
設
係

℡
市
内
線
７
６
３

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の

　
　

油
漏
れ
に
ご
注
意
を

お
願
い
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市
で
は
、
環
境
プ
ラ
ン
ト
で
処
理
で
き
な
い
粗
大
ご
み
の
拠
点
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
日
程
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
　
℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

回
収
日
程

【
全
地
区
】

■
日
時

▽
５
月
25
日（
日
）　
午
前
９
時
～
11
時

▽
９
月
21
日（
日
）　
午
前
９
時
～
11
時

▽
11
月
30
日（
日
）　
午
前
７
時
～
11
時

▽
12
月
21
日（
日
）　
午
前
９
時
～
11
時

▽
平
成
27
年
３
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
７
時
～
11
時

■
会
場
　
環
境
プ
ラ
ン
ト

【
八
坂
地
区
】

■
期
日
　
５
月
18
日（
日
）、11
月
９
日（
日
）

■
会
場
・
時
間

▽
八
坂
支
所
駐
車
場

午
前
９
時
～
９
時
30
分

▽
山
村
広
場
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

【
美
麻
地
区
】

■
期
日
　
６
月
８
日（
日
）、10
月
19
日（
日
）

■
会
場
・
時
間

▽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

午
前
９
時
～
９
時
30
分

▽
切
石
ト
ン
ネ
ル
横
チ
ェ
ー
ン
脱
着
所

午
前
９
時
50
分
～
10
時
20
分

処
理
料
金

　
当
日
は
業
者
が
回
収
に
来
ま
す
の
で
、

処
理
料
金
を
添
え
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
燃
え
る
粗
大
ご
み
（
環
境
プ
ラ
ン
ト
で

通
常
引
き
取
れ
な
い
物
も
、
拠
点
回
収
で

は
引
き
取
り
ま
す
。
厚
さ
太
さ
が
10
㎝
以

上
の
木
材
な
ど
）
…
…
…
…
…
20
円
／
㎏

▽
金
属
製
粗
大
ご
み
一
般
、
エ
ン
ジ
ン

付
き（
反
射
式
ス
ト
ー
ブ
、
ス
チ
ー
ル
机
、

草
刈
り
機
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
）

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
21
円
／
㎏

▽
電
化
製
品
（
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
電
子

レ
ン
ジ
、
扇
風
機
、
ス
テ
レ
オ
な
ど
）

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
37
円
／
㎏

※
小
型
家
電
は
、
環
境
プ
ラ
ン
ト
で
は
無
料

で
、そ
れ
以
外
の
地
区
は
有
料
で
回
収
し
ま
す
。

▽
混
合
製
品
（
自
転
車
、ス
プ
リ
ン
グ
入
り

マ
ッ
ト
レ
ス
、ス
キ
ー
板
な
ど
）…
37
円
／
㎏

（
畳
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
64
円
／
㎏

▽
バ
ッ
テ
リ
ー
　

　
…
…
…
…
小
３
２
４
円
、
大
５
４
０
円

▽
古
タ
イ
ヤ
…
…
…
…
…
…
１
本
30
円
～

直接持ち込みできる業者
■タカダ
大町市平１２５１　℡２３－３０６６

▽営業時間　月～土曜日：午前９時～午後４時
（日曜日、祝日は休み）

　※古タイヤは持ち込みできません。

■子田商会
大町市平１０４０－３０９　℡２２－７２５０

▽営業時間　月～土曜日：午前８時～午後５時
日曜日、祝日：午前８時～正午

　※古タイヤのみ持ち込みできます。

■平田商店　大町市常盤１０４８　℡２２－４７１４

▽営業時間　平日：午前９時～午後４時
土・日曜日、祝日：午前９時～正午

　※古タイヤは持ち込みできません。

処理料金がかかります。
事前に確認の上、直接持ち込んでください。

■高橋商店　大町市社８２８１－１　℡２２－２１８５

▽営業時間　月～土曜日：午前８時～午後５時
（日曜日、祝日は休み）

　※古タイヤは持ち込みできません。タカダタカダ

子田商会子田商会

大町自動車
教習所

アルプス
搗精工場

大姥堂

野口橋

大出橋

平田商店

総合
体育館

ア
ル
プ
ス
パ
ノ
ラ
マ
ロ
ー
ド

県
道
有
明
大
町
線

高
瀬
川

泉公民館

観音橋

高橋商店

雇用促進住宅

社公園

浄水センター

ニ
チ
コ
ン

どんぐり
保育園

県
道
有
明
大
町
線

農
具
川

粗
大
ご
み
拠
点
回
収
の
ご
案
内
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犬を飼い始めたら必ず登録と予防注射を
　狂犬病予防法により、生後90日を超えた犬は、生涯で１回の登録と狂犬病の予防注射を年１回（６月30
日までに）受けることが義務付けられています。集合注射を実施しますので、お近くの会場で受けてください。

■手続き　事前に送付したはがきと費用を持参の上、お近くの会場にお越しください。

■その他　費用および第１次は、「広報おおまち３月号」13ページをご覧ください。また、犬の死亡や飼主の転居、
犬を譲渡する際には、市への届け出が必要です。登録変更の手続きをしてください。

■問い合わせ　生活環境課環境衛生係　℡ 市 内線４６１・４６２

■ 5月12日（月）

大町・平・常盤・社地区 時間
大町市役所正面玄関前駐車場 9:00～ 9:20
新長畑集会所 9:30～ 9:40
常盤公民館 9:50～10:10
社公民館 10:30～10:35
ＪＲ信濃大町駅前市営駐車場（駅北側） 10:45～10:55
山田町集会所 11:05～11:10
文化会館駐車場 11:20～11:40
平公民館東駐車場 13:00～13:15
ＪＡ大北野口出張所跡地 13:30～13:45
北アルプス広域消防本部東側 13:55～14:10

■ 5月13日（火）

八坂・美麻地区 時間
野平公民館 9:25～ 9:40
大町市八坂支所 10:05～10:25
大町市美麻支所 10:55～11:10
ぽかぽかランド美遊 11:20～11:30

■ 6月1日（日）

全地区 時間
大町市役所正面玄関前駐車場 8:00～ 9:30

狂犬病予防集合注射の日程（第３次）……………

狂犬病予防集合注射の日程（第２次）…………………………………………………………………………

第2・3次

　
縦
覧
制
度
は
、
固
定
資
産
税

の
納
税
者
が
自
己
の
所
有
す
る

土
地（
ま
た
は
家
屋
）の
価
格
と

同
様
の
土
地（
ま
た
は
家
屋
）の

価
格
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
課
税
さ
れ
る
資
産
な
ど
の

価
格
が
適
正
で
あ
る
か
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
期
間
中
に
比
較
が
で
き
る
の

は
、
土
地
は
近
隣
の
同
地
目
の

土
地
、
家
屋
は
同
種
類
・
同
構

造
の
家
屋
で
す
。

　
土
地
だ
け
お
持
ち
の
人
は
土

地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
み
、
家

屋
だ
け
お
持
ち
の
人
は
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
み
の
縦
覧
と

な
り
ま
す
。

■
期
間
　
４
月
１
日（
火
）～
６
月

２
日（
月
）　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

■
会
場
　
税
務
課
資
産
税
係

■
持
ち
物
　
印
鑑
、
本
人
確
認

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
に
つ
い
てが

で
き
る
物
　
※
代
理
人
は
委

任
状
が
必
要

■
手
数
料
　
無
料

■
縦
覧
で
き
る
人

▽
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、

市
内
に
所
在
す
る
土
地
の
固
定

資
産
税
納
税
者（
※
）

▽
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、

市
内
に
所
在
す
る
家
屋
の
固
定

資
産
税
納
税
者（
※
）

▽
委
任
を
受
け
た
代
理
人

（
※
）
土
地
や
家
屋
を
所
有
し
て

い
て
も
、
課
税
標
準
額
が
免
税

点
未
満
の
た
め
固
定
資
産
税
を

納
付
し
て
い
な
い
人
は
縦
覧
で

き
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他
　
写
し
の
交
付
は
行

い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

℡
市
内
線
４
４
１
・
４
４
２
・

４
４
７

犬の登録・狂犬病の
予防注射
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こ
と
し
は
、
２
月
７
日
に「
信
州

山
の
日
」（
７
月
第
４
日
曜
日
）
が

制
定
さ
れ
、
最
初
の
年
で
す
。
ま

た
、大
町
市
が
市
制
施
行
60
周
年
・

合
併
10
年
を
迎
え
ま
す
。

　
３
月
29
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
山
岳
博
物
館
も
、

情
報
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
皆
さ
ん

に
山
と
人
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
柄
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
例

年
に
増
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
に
力
を
入
れ
て
開
催
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
ぜ
ひ
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

付
属
園
ま
つ
り

　
山
岳
博
物
館
で
は
、
動
物
の
飼

育
や
植
物
の
栽
培
を
し
て
い
る
付

属
園（
動
植
物
園
）を
屋
外
に
併
設

し
て
い
ま
す
。

　
付
属
園
と
動
植
物
を
身
近
に
感

じ
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
傷
つ
い
た
り
病
気
に

な
っ
た
り
し
た
野
生
動
物
や
、
そ

れ
ぞ
れ
の
動
物
の
特
性
を
学
び
、

大
町
市
周
辺
の
動
植
物
や
自
然
環

境
へ
の
関
心
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
四
つ
あ
り
、
会
場

は
山
岳
博
物
館
付
属
園
で
、
参
加

無
料
で
す
。

ど
う
ぶ
つ
写
生
大
会

　
飼
育
動
物
を
題
材
に
し
て
描
く

写
生
大
会
で
す
。
参
加
作
品
の
中

か
ら
優
秀
作
品
約
30
点
を
選
出
し
、

日
本
動
物
園
水
族
館
協
会
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
写
生
大
会
に
応
募
し
ま
す
。

後
日
、
全
作
品
を
博
物
館
で
展
示

し
ま
す
。

■
期
日
　
４
月
26
日
（
土
）～
29
日

（
火
）、５
月
３
日（
土
）～
６
日（
火
）

■
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分

■
対
象
　
未
就
学
児
～
中
学
生

■
持
ち
物
　
写
生
用
具

■
そ
の
他
　
申
し
込
み
不
要
で
す
。

随
時
受
け
付
け
ま
す
。
山
岳
博
物

館
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
画

板
と
画
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。

ど
う
ぶ
つ
観
察
ツ
ア
ー

　
い
つ
も
動
物
と
接
し
て
い
る
飼

育
員
が
皆
さ
ん
と
一
緒
に
付
属
園

を
巡
り
、
飼
育
し
て
い
る
動
物
に

つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
。
ハ

ク
ビ
シ
ン
な
ど
が
餌
を
食
べ
る
様

子
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
期
日
　
４
月
26
日（
土
）・
27
日

（
日
）・
29
日
（
火
）、
５
月
３
日

（
土
）～
６
日（
火
）

■
時
間
　
１
日
２
回（
約
20
分
）

午
前
10
時
30
分
、
午
後
２
時
30
分

※
小
雨
実
施（
大
雨
中
止
）

■
そ
の
他
　
申
し
込
み
不
要
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
開

始
時
間
ま
で
に
、
付
属
園
入
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
動
物
の
体
調

な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ふ
ぞ
く
え
ん
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
付
属
園
の
飼
育
動
物
を
観
察
し

な
が
ら
、
園
内
に
設
置
し
て
あ
る

ス
タ
ン
プ
を
集
め
ま
し
ょ
う
。
付

属
園
入
口
あ
る
台
紙
を
持
っ
て
ス

タ
ー
ト
。
全
て
の
ス
タ
ン
プ
が
集

ま
っ
た
ら
、
山
岳
博
物
館
窓
口
で
特

大
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
完
成
で
す
。

　
ス
タ
ン
プ
は
飼
育
員
の
手
作
り

で
、
毎
年
好
評
で
す
。
今
回
は
ど

ん
な
絵
柄
が
用
意
さ
れ
て
い
る
か
、

お
楽
し
み
に
！

■
期
日
　
４
月
26
日（
土
）～
５
月

６
日（
火
）

■
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分
　
※
雨
天
中
止

■
そ
の
他
　
申
し
込
み
不
要
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
付

属
園
入
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

春の山博イベント
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お
お
ま
ぴ
ょ
ん
と
あ
そ
ぼ
う

　
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
が
モ
デ
ル
の

大
町
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
お
お
ま

ぴ
ょ
ん
と
付
属
園
で
一
緒
に
記
念

撮
影
を
し
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の

知
識
も
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
期
日
　
４
月
29
日（
火
）、
５
月

５
日（
月
）

■
時
間
　
１
日
２
回（
約
50
分
）

午
前
11
時
、
午
後
３
時

※
雨
天
の
場
合
は
山
岳
博
物
館
の

館
内
で
実
施

■
そ
の
他
　
申
し
込
み
不
要
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
開

始
時
間
ま
で
に
、
付
属
園
入
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

常
設
展
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド

　
山
岳
博
物
館
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
３
月
29
日
に
常

設
展
示
の
展
示
替
え
を
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
展
示
に
つ
い
て
、
各
展

示
コ
ー
ナ
ー
の
具
体
的
な
展
示
資

料
や
見
所
を
、
学
芸
員
や
専
門
員

が
解
説
し
ま
す
。
解
説
す
る
展
示

コ
ー
ナ
ー
は
、「
山
と
人
」「
山
の

成
り
立
ち
」「
山
と
生
き
も
の
（
植

物
）」で
、
日
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
期
日
　
４
月
26
日（
土
）・
27
日

（
日
）・
29
日
（
火
）、
５
月
３
日

（
土
）〜
５
日（
月
）

■
時
間
　
１
日
２
回（
約
20
分
）

午
前
11
時
30
分
、
午
後
３
時
30
分

■
会
場
　
山
岳
博
物
館
　
展
示
室

■
費
用
　
通
常
の
観
覧
料
（
大
人

４
０
０
円
、
高
校
生
３
０
０
円
、

市
外
小
・
中
学
生
２
０
０
円
）
が

必
要
で
す
。
市
内
の
小
・
中
学
生

と
65
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
　
申
し
込
み
不
要
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
開

始
時
間
ま
で
に
、
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

大
町
市
制
施
行
60
周
年
・

合
併
10
年
記
念

長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
・

市
立
大
町
山
岳
博
物
館
連
携
・

協
力
協
定
記
念

茶
臼
山
動
物
園
で

ラ
イ
チ
ョ
ウ
を

観
察
し
て
み
よ
う
！

　
日
本
の
動
物
園
で
は
、
外
国
の

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
繁
殖
を
試
み
、
日

本
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
守
る
た
め
に

役
立
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
な

ぜ
、
そ
の
よ
う
な
試
み
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
？

　
み
ん
な
で
見
学
し
て
、
お
話
を

聞
き
ま
し
ょ
う
。

■
期
日
　
５
月
11
日（
日
）

■
時
間
　
午
前
８
時
～
午
後
４
時

※
小
雨
実
施

■
集
合
・
解
散
　
大
町
市
役
所
本

庁
舎
　
正
面
玄
関
前

■
会
場
　
長
野
市
茶
臼
山
動
物
園

■
コ
ー
ス
　
大
町
市
役
所
発
（
午

前
８
時
）→
茶
臼
山
動
物
園
着（
午

前
９
時
30
分
）
→
移
動
（
15
分
）
→

講
義
「
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
っ
て

ど
ん
な
鳥
？
」（
45
分
）→
移
動（
15

分
）→
解
説「
ス
バ
ー
ル
バ
ル
ラ
イ

チ
ョ
ウ
っ
て
ど
ん
な
鳥
？
」（
45

分
）、
昼
食
・
自
由
見
学（
２

時
間
30
分
）
→
茶
臼
山
動
物

園
発（
午
後
２
時
30
分
）→
大

町
市
役
所
着
（
午
後
４
時
）・

解
散

■
対
象
・
定
員
　
小
学
生
以

上
　
40
人
　
※
小
・
中
学
生

は
保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
講
師
　
堀
田
昌
伸
さ
ん

（
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
）、

田
村
直
也
さ
ん
（
長
野
市
茶

臼
山
動
物
園
）

■
費
用
　
大
人
１
５
０
０
円
、

小･

中
学
生
５
０
０
円
（
バ

ス
代
、保
険
代
な
ど
を
含
む
）

■
持
ち
物
　
昼
食
、
お
や
つ
、

飲
み
物
、
敷
物
、
筆
記
用
具
、

雨
具
、
日
傘

■
申
し
込
み
　
５
月
２
日（
金
）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

山
岳
博
物
館
へ

■
問
い
合
わ
せ

山
岳
博
物
館

℡
・
有
線
２
２
・
０
２
１
１

写真提供：長野市茶臼山動物園
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囲
碁
の
七
大
タ
イ
ト
ル
戦
の
一

つ「
十
段
戦
第
３
局
」が
こ
と
し
も

大
町
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
町

市
で
の
開
催
は
今
回
で
21
回
連
続

に
な
り
、
春
の
風
物
詩
に
な
っ
て

い
ま
す
。
会
場
で
は
、
自
由
対
局

場
を
用
意
し
、
プ
ロ
棋
士
に
よ

る
「
大
盤
解
説
会
」
も
行
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
棋
士
の
気
迫
を
身
近
で
感

じ
ら
れ
る
機
会
で
す
。
申
し
込
み

不
要
、
参
加
無
料
で
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

第
52
期

十
段
戦
五
番
勝
負
第
３
局

■
期
日
　
４
月
10
日（
木
）

■
会
場
　
く
ろ
よ
ん
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル

■
対
局
者
　
結
城
聡
十
段
　
対
　

高
尾
紳
路
九
段（
挑
戦
者
）

■
そ
の
他
　
午
前
10
時
か
ら
モ
ニ

タ
ー
テ
レ
ビ
で
対
局
の
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
毎
年
恒
例
の
「
ア
ル
プ
ス
囲
碁

村
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
市

制
施
行
60
周
年
・
合
併
10
年
を
迎

え
る
こ
と
し
は
、
囲
碁
を
知
ら
な

い
皆
さ
ん
も
囲
碁
を
楽
し
め
る
よ

う
、「
吉
原
由
香
里
六
段
に
よ
る

囲
碁
教
室
と
プ
ロ
棋
士
と
の
交
流

会
」
を
記
念
事
業
と
し
て
行
い
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

囲
碁
村
ま
つ
り
前
夜
祭

■
期
日
　
５
月
24
日（
土
）

■
時
間
・
内
容

▽
午
後
１
時
　
プ
ロ
棋
士
に
よ
る

無
料
指
導
碁
、
自
由
対
局

※
無
料
指
導
碁
は
宿
泊
者
の
み

▽
午
後
６
時
　
お
楽
し
み
パ
ー

テ
ィ
ー

■
会
場
　
黒
部
観
光
ホ
テ
ル

■
参
加
費
　
１
万
４
０
０
０
円

（
宿
泊
代
、
パ
ー
テ
ィ
ー
代
）

■
そ
の
他
　
有
名
プ
ロ
棋
士
13
人

が
参
加
し
ま
す
。

大
盤
解
説
会

■
日
時
　
４
月
10
日（
木
）　
午
後

１
時
30
分
～
　
※
随
時
開
催

■
会
場
　
く
ろ
よ
ん
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
　
２
階

■
解
説
者
・
聞
き
手

▽
解
説
棋
士
　
小
林
覚
九
段

▽
聞
き
手
棋
士
　
青
葉
か
お
り
四
段

■
そ
の
他
　
景
品
が
当
た
る
「
次

の
一
手
ク
イ
ズ
」を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
推
進
協
議
会

（
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
内
）

℡
市
内
線
５
２
２

知
事
杯
・
市
長
杯
争
奪

囲
碁
大
会

　
全
国
各
地
か
ら
囲
碁
の
棋
友
が

集
い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

■
日
時
　
５
月
25
日（
日
）　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
受
け
付
け
　
午
前
８
時
30
分
～

■
会
場
　
運
動
公
園
総
合
体
育
館

大
ア
リ
ー
ナ

■
対
戦
方
式
　
ク
ラ
ス
別
　
ス
イ

ス
方
式
５
回
戦

■
会
費
　（
昼
食
、
参
加
費
込
み
）

▽
一
般
　
２
０
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
　
１
０
０
０
円

市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
10
年
記
念

「
吉
原
由
香
里
六
段
に
よ
る

囲
碁
教
室
と
プ
ロ
棋
士
と
の

交
流
会
」

■
日
時
　
５
月
25
日（
日
）　
午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
会
場
　
運
動
公
園
総
合
体
育
館

２
階
　
会
議
室

■
参
加
費
　
無
料

申
し
込
み

　
５
月
９
日（
金
）ま
で
に
、
参
加
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送（
当
日
必
着
）、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
ア
ル
プ
ス

囲
碁
村
推
進
協
議
会
へ
　
※
参
加

申
込
用
紙
は
、
ア
ル
プ
ス
囲
碁
村

推
進
協
議
会
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

「
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
新
着
情
報
」

ま
た
は「
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
分
野
別

に
探
す
→
お
知
ら
せ
・
広
報
→
市
か

ら
の
お
知
ら
せ
→
イ
ベ
ン
ト
情
報
→

第
14
回
ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
ま
つ
り
」

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
推
進
協
議
会

（
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
内
）

℡
市
内
線
５
２
２

　
２
３
・
４
３
０
４

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.om

achi.nagano.jp

「
第
52
期
十
段
戦
五
番
勝
負
第
３
局
」

「
大
盤
解
説
会
」

大
町
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
10
年
記
念

第
14
回 

ア
ル
プ
ス
囲
碁
村
ま
つ
り

開 催

5
  24
5
  25
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■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８文化会館催 し
大町市制施行60周年・合併10年記念

結成55周年記念 ベンチャーズ ジャパン・ツアー 2014
　あの個性的な♪テケテケ・サウンドで「ダイヤモンド・ヘッド」「ウォーク・ドント・ラン」など多くのヒッ

ト曲を放ったベンチャーズが大町市にやって来ます。結成55周年を迎えても、今なお精力的に活動を続け

るベンチャーズの音楽を、ぜひお楽しみください。大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。

■日時　７月21日（月）

▽開演　午後５時　 ▽開場　午後４時30分

■会場　文化会館　大ホール

■チケット　全席指定5,500円（税込）

■チケット発売日　４月12日（土）

【窓口販売】文化会館、塩原書店デリシア大町駅前店、平

安堂あづみ野店（安曇野市）、カタクラモール（松本市）

※文化会館は午前９時～（電話予約は午後１時～）、

他プレイガイドは開店時間～

チケットぴあ　　　℡０５７０－０２－９９９９

（Ｐコード：２２７－５０１）

ローソンチケット　℡０５７０－０８４－００３

（Ｌコード：７４１７７）

【インターネット販売】

イベントナガノ　http://www.event-nagano.net/

イープラス　http://eplus.jp/

　
市
で
は
、
市
内
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で「
市
民
参
加
と
協

働
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
自
主
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
財
政
面
か
ら
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の「
き
ら
り
輝

く
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

助
成
金
の
助
成
団
体
を
決
め
る

「
公
開
審
査
会
」を
開
催
し
ま
す
。

市
内
各
地
か
ら
申
請
さ
れ
た
市

民
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
が
一
同

に
会
し
、
助
成
金
の
獲
得
を
目

指
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
市
民
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
審
査
員
が
助
成
額
を
決
定

し
ま
す
。

　
公
開
審
査
会
は
、
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
情
報
交
換
や
地
域
の

皆
さ
ん
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
様
子
を
知
る
大
変
良
い
機

会
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の〝
き

ら
り
輝
く
〟活
動
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

き
ら
り
輝
く

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

助
成
金　
公
開
審
査
会

く
だ
さ
い
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
26
日（
土
）　
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時（
団

体
数
に
よ
り
変
更
あ
り
）

■
会
場
　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町

■
問
い
合
わ
せ

庶
務
課
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
　
℡
市
内
線
８
３
０

公開審査会では申請団体が活動内容を
プレゼンテーション（伝統文化継承活動）
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
市
、
市
教
育
委
員
会
、
市
体
育
協
会
は
２

月
23
日
、「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
冬
季
大
会
」
の

「
市
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
」
を
爺

ガ
岳
ス
キ
ー
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
と
し

は
、
ス
キ
ー
に
加
え
、
新
た
に
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
も
実
施
。
分
館
対
抗
で
、
男
女
・
年
齢
別

に
タ
イ
ム
レ
ー
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　
種
目
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
も

大
回
転
。
コ
ー
ス
は
、
ス
キ
ー
は
、
全
長

１
５
０
０
ｍ
、
標
高
差
２
４
０
ｍ
、
旗
門
数

14
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
、
６
６
０
ｍ
。
競
技

に
は
、
４
〜
81
歳
ま
で
の
１
１
８
人
が
出

場（
う
ち
８
人
が
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
出
場
）し
、

日
頃
練
習
し
て
い
る
成
果
や
長
年
培
っ
た
技

術
で
、旗
門
を
果
敢
に
攻
め
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
の「
小
学
２
年
生
以
下
・
男
子
の
部
」

で
は
、
大
町
蓮
華
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
松
下

拳
也
君（
西
小
２
年
・
幸
町
）

が
１
位
に
。「
ソ
チ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
見
て
、
ス
ト
ッ

ク
の
漕
ぎ
方
を
参
考
に
し

た
。
上
の
ク
ラ
ス
の
小
学

３
・
４
年
男
子
の
１
位
の

子
よ
り
も
速
く
滑
れ
て
良

か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
分
館
別
の
総
合
成
績

は
、
次
の
と
お
り
。
①
八

坂
、
②
湖
端
、
③
西
部

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
は
２
月
28
日
、
新
設
し
た
通

信
指
令
室
の
完
了
式
を
行
い
正
式
運
用
を
開
始
。
完
了
式
典

に
は
消
防
関
係
者
な
ど
約
70
人
が
出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

で
事
業
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
通
信
指
令
室
で
は
、
こ
れ
ま
で
大
町
・
南
部
・
北
部
の
三

署
で
そ
れ
ぞ
れ
受
け
て
い
た
１
１
９
番
通
報
を
一
括
し
て
受

け
る
よ
う
に
変
更
し
、
同
時
に「
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
。
同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
１
１
９
番
通
報
時
に
、
音
声

通
話
と
併
せ
て
通
報
発
信
位
置
に
関
す
る
情
報
が
自
動
的
に

通
信
指
令
室
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
１
１
９
番
通
報
を
受
け
る
と
地
図
で
位
置

を
特
定
し
て
か
ら
緊
急
車
両
が
出
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
出
動
後
に
緊
急
車
両
に
情
報
を
送
れ
る
た
め
、

　
平
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
は
３
月
１
日
、「
第
42
回

豊
か
な
老
後
の
た
め
の
平

地
区
市
民
の
集
い
」を
平
公

民
館
・
女
性
未
来
館
ピ
ュ

ア
で
開
催
。
平
地
区
の
住

民
や
お
年
寄
り
な
ど
約

２
０
０
人
が
参
加
し
、
高

齢
化
が
進
む
中
で
老
後
を

ど
う
生
き
る
か
、
地
域
福

祉
や
よ
り
良
い
社
会
の
在

り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

位
置
の
特
定
前
か
ら
出

動
で
き
、
移
動
中
に
送

ら
れ
て
き
た
情
報
で
現

場
を
確
認
す
る
な
ど
、

よ
り
迅
速
か
つ
確
実
な

対
応
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
住
所
が
分
か
ら
な

い
場
所
で
の
事
故
、
土

地
勘
の
な
い
観
光
客
や

言
葉
が
通
じ
な
い
外
国

人
、
脳
疾
患
で
会
話
が

困
難
な
急
病
人
な
ど
か
ら
の
通
報
で
も
、
通
報
位
置
を
速

や
か
に
特
定
し
、
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
通
信
指
令
室
に
は
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
３
台
を
備
え
、
緊

急
車
両
な
ど
の
出
動
状
況
や
地
図
情
報
の
ほ
か
、
現
場
に

持
ち
込
ん
だ
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
映
像
も
映
し
出
せ
ま
す
。

　
意
見
発
表
で
は
、
北
小
学
校
ふ
れ
あ
い
委
員
会
や
第
一

中
学
校
福
祉
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
な
ど
の
福
祉
活
動
の
成
果
を
発
表
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
平
地
区
の
人
が
会
員
に
多
く

お
り
、
高
齢
者
に
も
お
勧
め
の「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」を
、
日

本
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
松
本
ア
ル
プ
ス
支
部
大
町
分
会
の

皆
さ
ん
が
実
演
し
紹
介
。

　
講
演
会
で
は
、
平
成
９
年
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
訪
問

歯
科
診
療
の
先
駆
者
で
、
ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

と
し
て
も
活
躍
す
る
歯
科
医
師
の
五
島
朋
幸
さ
ん
（
東
京

都
新
宿
区
・
ふ
れ
あ
い
歯
科
ご
と
う
代
表
）
が
登
壇
。
実

際
に
取
り
組
ん
で
い
る
訪
問
歯
科
診
療
の
様
子
を
例
に
、

最
期
ま
で
口
か
ら
食
事
を
取
る
た
め
に
、
か
む
こ
と
、
飲

み
込
み
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
の
重
要
性
を
伝
え
ま
し
た
。

熱
戦
展
開

市
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会

最
新
シ
ス
テ
ム
で
よ
り
迅
速
な
出
動
を

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
に
新
指
令
室

豊
か
な
老
後
を
考
え
る　
平
地
区
で
市
民
の
集
い
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ときめきマイ・シティー

　
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
と
一

緒
に
市
内
を
巡
っ
て
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
を
作
る
イ

ベ
ン
ト
を
３
月
８
日
に

行
い
、
市
内
や
飯
山
市
、

東
御
市
な
ど
か
ら
、
親

子
連
れ
や
写
真
愛
好
家

13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
今
後
に

つ
い
て
語
り
合
っ
た
昨

年
11
月
開
催
の
「
お
お

ま
ぴ
ょ
ん
カ
フ
ェ
」
で

提
案
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
の
一
つ
で
、
初
開
催
で
す
。

　
一
行
は
、
立
山
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
露
天
風
呂
や
酒
の

博
物
館
、
爺
ガ
岳
ス
キ
ー
場
を
巡
り
撮
影
。
参
加
者
は
カ

メ
ラ
を
手
に
、
お
気
に
入
り
の
構
図
で
撮
影
し
よ
う
と
お

お
ま
ぴ
ょ
ん
に
「
風
呂
お
け
を
持
っ
て
」「
酒
だ
る
や
一
升

瓶
を
持
っ
て
」
と
ポ
ー
ズ
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
し
な
が
ら
思

い
思
い
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

　
伊
藤
瑞
希
ち
ゃ
ん（
年
長
・
大
新
田
町
）は
、
両
親
、
弟

と
参
加
。
露
天
風
呂
で
の
撮
影
で
は
、
風
呂
上
が
り
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
お
母
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
、
脱
衣
所
で
く
つ

ろ
ぐ
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
の
頭
を
拭
く
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
撮
影
。

一
日
を
撮
影
で
過
ご
し
て
「
一
日
中
ゆ
っ
く
り
と
お
お
ま

ぴ
ょ
ん
と
居
ら
れ
、
写
真
も
撮
れ
て
良
か
っ
た
。
一
緒
に

散
歩
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　「
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」の
一
環
と
し
て
北
ア
ル
プ
ス

広
域
大
町
消
防
署
は
３
月
８
日
、
運
動
公
園
東
側
の
高
瀬
川

河
川
敷
で
消
防
総
合
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
に
は
、
県

消
防
防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
ア
ル
プ
ス
」や
消
防
団

な
ど
約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
以
来
の
防
災
ヘ
リ
へ
の
給
水
訓
練
に
向
け
、
最

初
に
隊
員
か
ら
、
空
中
で
静
止
で
き
る
た
め
山
や
森
林
で
の

救
助
活
動
な
ど
が
で
き
る
こ
と
や
容
量
約
１
２
０
０
リ
ッ
ト

ル
の
タ
ン
ク
が
あ
る
な
ど
、
防
災
ヘ
リ
の
主
要
装
備
や
性
能
、

給
水
の
仕
方
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
訓
練
を
開
始
。

　
河
川
敷
で
林
野
火
災
が
発
生
し
た
想
定
で
行
わ
れ
た
訓
練

で
は
、
ご
う
音
を
響
か
せ
降
り
積
も
っ
た
雪
を
巻
き
上
げ
て

着
陸
し
た
防
災
ヘ
リ
に
、
消
防
署
員
や
消
防
団
員
が
身
振
り

で
状
況
を
伝
え
な

が
ら
近
く
の
消
火

栓
か
ら
ホ
ー
ス
を

つ
な
ぎ
給
水
を
実

施
。
そ
の
後
飛
び

立
っ
た
防
災
ヘ
リ

は
、
河
川
敷
に
空

中
か
ら
散
水
し
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
け

が
人
を
防
災
ヘ
リ

ま
で
収
容
す
る
担

架
揚
収
訓
練
や
、

要
援
護
者
を
防
災
ヘ
リ
か
ら
降
ろ
し
て
救
急
車
に
引
き
継
ぐ

搬
送
訓
練
な
ど
も
あ
り
、
災
害
な
ど
に
備
え
、
連
携
を
確
認

す
る
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
大
町
レ
デ
ィ
ー
ス

運
営
協
議
会
は
３
月

11
日
、
大
町
商
工
会

議
所
で
第
19
代
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
大
町
レ

デ
ィ
ー
ス
認
定
証
授

与
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
町
レ
デ
ィ
ー
ス

は
、
山
岳
文
化
都
市

「
大
町
」
に
ふ
さ
わ
し

い
健
康
で
明
る
い
女

性
を
審
査
基
準
と
し
て
選
出
し
、
２
年
間
市
内
や
県
外
な
ど

で
大
町
市
の
魅
力
や
観
光
発
信
に
務
め
ま
す
。

　
第
19
代
に
は
、
市
内
の
新
聞
社
に
勤
務
す
る
西
澤
彩
さ
ん

（
26
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
西
澤
さ
ん
は
市
内
出
身
で
、
短
大

卒
業
後
、
記
者
と
し
て
約
５
年
間
大
北
地
域
の
出
来
事
を
紙

面
で
伝
え
て
い
ま
す
。

　
西
澤
さ
ん
は「
記
者
も
観
光
も
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
一
緒
。
や

り
が
い
が
あ
る
。
地
元
目
線
で
大
町
の
自
然
、
山
、
湖
、
空

気
な
ど
の
良
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
」。
西
澤
さ
ん
と
共

に
、
も
う
１
年
大
町
レ
デ
ィ
ー
ス
を
務
め
る
第
18
代
の
野
本

早
有
美
さ
ん
は「
昨
年
は
、
大
町
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
と
し
は
、
大
町
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
西
澤
さ
ん
と
楽
し
く
活
動
し
た
い
」と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

西澤さん（左）と野本さん

市
内
を
巡
っ
て
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
の

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
作
り

防
災
ヘ
リ
を
使
っ
た
消
火
訓
練
で

連
携
を
確
認

第
19
代
大
町
レ
デ
ィ
ー
ス
に
西
澤
彩
さ
ん



広報おおまち　2014.4 18

　
北
ア
ル
プ
ス
雪
形
ま
つ
り
実
行

委
員
会
で
は
、
心
豊
か
な
子
ど
も

た
ち
を
育
む
こ
と
を
通
し
、
情
操

文
化
の
一
層
の
振
興
を
願
っ
て
、

第
13
回
北
ア
ル
プ
ス
雪
形
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
詩
・
短
歌
・

俳
句
・
絵
画
・
絵
手
紙
な
ど
の
文

芸
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
作

品
は
、
６
月
３
～
８
日
ま
で
、
北

ア
ル
プ
ス
雪
形
ま
つ
り
の
会
場
の

文
化
会
館
で
展
示
し
ま
す
。

■
作
品
の
テ
ー
マ
　
雪
山
の
風
景
、

早
春
の
里
な
ど

■
形
式
　
詩（
自
由
）・
散
文
・
短

歌
・
俳
句
・
川
柳
な
ど
の
形
式
で

挿
絵
可
、
絵
画
・
絵
手
紙

▽
作
品
は
、
額
装
し
た
も
の
や
色

紙
、
短
冊
に
書
い
た
も
の
な
ど
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
作
品
の
裏
面
に
、
題
名
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
た
自

作
の
応
募
票
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は〝
活
力
あ
る
工
業
の
育

成
〟を
施
策
目
標
に
、
既
存
企
業

の
育
成
・
振
興
と
企
業
誘
致
の

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
プ
ス
パ
ノ
ラ
マ
工
業
団
地

内
に
あ
る
ア
ル
ペ
ン
ロ
ー
ゼ
㈱
で

は
、「
ラ
・
カ
ス
タ 

ナ
チ
ュ
ラ
ル 

ヒ
ー
リ
ン
グ 

ガ
ー
デ
ン
」の
オ
ー

プ
ン
前
に
、
内
覧
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
毎
年
、
見
学
対
象

者
の
地
区
を
変
え
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
な
ど
に
見
学
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
大
町
市
の
自
然
環
境
を
生
か

し
た
化
粧
品
を
作
り
、
そ
の
製

品
を
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
に

発
信
し
て
い
る
企
業
を
見
学
で

き
る
大
変
良
い
機
会
で
す
。
申

し
込
み
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
園

く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
４
月
24
日（
木
）・
25
日

（
金
）　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
会
場
　
ア
ル
プ
ス
パ
ノ
ラ
マ
工

業
団
地
内（
常
盤
９
７
２
９

－

２
）

■
応
募
資
格

▽
市
内
に
お
住
ま
い
の
個
人
ま
た

は
グ
ル
ー
プ

▽
市
内
に
通
勤
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
人

▽
市
内
の
文
芸
サ
ー
ク
ル
な
ど
に

所
属
し
て
い
る
人

■
申
し
込
み
　
５
月
19
日（
月
）ま

で
に
、
作
品
を
持
参
の
上
、
直
接
、

北
ア
ル
プ
ス
雪
形
ま
つ
り
実
行
委

員
会
・
文
芸
作
品
係
（
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係
内
）へ

■
作
品
の
返
却
　
北
ア
ル
プ
ス
雪

形
ま
つ
り
終
了
後
（
６
月
８
日
午

後
４
時
ご
ろ
）、
展
示
会
場
で
返

却
し
ま
す
。
各
自
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。
当
日
、
お
持
ち
帰
り
の

で
き
な
い
人
は
、
実
行
委
員
会
・

文
芸
作
品
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
　
北
ア
ル
プ
ス
雪
形
ま

つ
り
で
は
、
雪
形
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

や
写
真
展
、
児
童
詩
、
児
童
絵
画

の
表
彰
を
は
じ
め
、
和
太
鼓
演
奏

な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
詳
し
く

■
対
象
者
　
大
町
、平
、社
、八
坂
、

美
麻
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

■
入
園
料
　
無
料
　
※
通
常
の

入
園
料
は
１
０
０
０
円（
予
約
制
）

■
そ
の
他
　
ガ
ー
デ
ン
は
、４
月

26
日（
土
）に
オ
ー
プ
ン
を
予
定

■
問
い
合
わ
せ

▽
産
業
立
地
戦
略
室

℡
市
内
線
５
４
１

▽
ア
ル
ペ
ン
ロ
ー
ゼ
株
式
会
社

℡
２
３
・
３
９
１
１

「
第
13
回
北
ア
ル
プ
ス
雪
形
ま
つ
り
」の

作
品
募
集

は
、
今
後
の「
広
報
お
お
ま
ち
」と

一
緒
に
全
戸
配
布
す
る
チ
ラ
シ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

北
ア
ル
プ
ス
雪
形
ま
つ
り
実
行
委

員
会
・
文
芸
作
品
係
（
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係
内
）　

℡
市
内
線
６
２
１

詩
・
短
歌
・
俳
句
・
絵
画
・
絵
手
紙
な
ど

ラ
・
カ
ス
タ

ナ
チ
ュ
ラ
ル 

ヒ
ー
リ
ン
グ 

ガ
ー
デ
ン

　
内
覧
会

６月８日（日）開催

爺ヶ岳の種まき爺さん



19 広報おおまち　2014.4

生涯学習
平公民館・女性未来館ピュア

ＳＡＮＢＡの会プログラム
～毎日続ける、女性のためのエクササイズ～

　エクササイズは、続けることが何より大切です。

女性特有の症状を予防し、はつらつと元気に過ごす

ために、「ＳＡＮＢＡの会」のエクササイズで体を動

かしましょう。椅子に座りながら行う「チェアエクサ

サイズ」も体験できます。日々の生活の中に取り入れ

てみましょう。参加無料です。

■日時　５月１日、６月５日、７月３日、８月７日

木曜日　全４回　午前10時～11時30分

■会場　平公民館･女性未来館ピュア　講堂

■対象・定員　市内にお住まいか、勤務している女性

　30人　※先着順

■講師　ＮＰＯ法人女性健康支援ＳＡＮＢＡの会　イ

ンストラクター

■持ち物　運動靴、バスタオルやヨガマットなどの敷

物、タオル、飲み物　※体操ができる服装

でご参加ください。

■申し込み　４月７日（月）～25日（金）までに、電話ま

たは直接、平公民館・女性未来館ピュアへ

こくごの時間―
平安時代の日記文学を読んでみよう！
　夫や子どもに関する悩みや旅先の出来事などをつ
づった「蜻

かげ

蛉
ろう

日記」、源氏物語を読みふけった少女時
代の記述が有名な「更

さら

級
しな

日記」、みやびやかな宮中生
活やときに辛

しん

辣
らつ

な人物評を繰り広げる「紫式部日記」
など、平安時代の女流日記は現代人にとってもなじ
みやすい古典です。
　学生時代に古典が苦手だった人にこそ、お勧めの
初心者向け古典文学講座です。お気軽にご参加くだ
さい。参加無料です。

■日時　５月２日、６月６日、７月４日、８月１日、

９月５日、10月３日、11月７日、12月５日

金曜日　全８回　午前９時30分～11時30分

■会場　平公民館･女性未来館ピュア　軽運動室

■講師　相澤亮平さん（元大町市文化財センター指導員）

■対象・定員　市内にお住まいか、勤務している人　

15人　※先着順

■申し込み　４月７日（月）～21日（月）までに、電話ま

たは直接、平公民館・女性未来館ピュアへ

産後ママのためのエクササイズ
　「骨盤のゆがみが気になる」「体型が元に戻ら

ない」などでお悩みのママさん向けの講座です。

助産師によるボディケアエクササイズやメンタ

ルケアのお話があります。参加無料です。

■日時　５月15日・29日、６月19日　木曜日

全３回　午前10時～11時30分

■会場　平公民館･女性未来館ピュア　講堂

■対象・定員　市内にお住まいか、勤務してい

る人で、おおむね生後６カ月（首が据

わったくらい）から１歳の乳幼児のお

母さん　15人（託児が必要な人　10人、

託児が不要な人　５人）　※先着順

■講師　ＮＰＯ法人女性健康支援ＳＡＮＢＡの

会　インストラクター

■持ち物　運動靴、バスタオルやヨガマットな

どの敷物、タオル、飲み物　※体操

ができる服装でご参加ください。

■申し込み　４月７日（月）～21日（月）までに、

電話または直接、平公民館・女性未

来館ピュアへ

■その他　託児あります（先着10人）。事前に

お申し込みください。託児を希望す

る場合は、次の物をご持参ください

（おむつ、お尻拭き、着替え、ミルク

やお茶など水分補給ができる物、手

で持てるお菓子）。

■問い合わせ

　平公民館・女性未来館ピュア

　℡・有線２２－０６９４
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体育協会

総合体育館

生涯学習

運動あそび教室
　幼児期に必要な身体活動を、遊びの感覚を通して養成する教室です。リズム体操

や、ボール、マット、跳び箱などを使用して、元気いっぱい体を動かしましょう！

■期日　５月26日～９月29日　毎週月曜日（一部火曜日および途中夏休みあり）　

全15回

▽Ａクラス　午後３時20分～４時15分

▽Ｂクラス　午後４時25分～５時20分

■会場　総合体育館大アリーナ、運動公園陸上競技場・サッカー場

■対象・定員　市内にお住まいの６歳児（平成20年４月２日～21年４月１日生まれ）　各クラス40人　※先着順

■費用　2,000円（保険料、教材費など）

■申し込み　４月１日（火）～５月14日（水）までに、費用を添えて直接、総合体育館へ

■説明会　５月19日（月）午後４時30分から、総合体育館大アリーナで行います。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

空手道教室
　空手未経験者大歓迎です。老若

男女問わず誰でも参加できますので、

この機会に体験してみませんか。

■日時　４月25日（金）・27日（日）、

５月９日（金）・16日（金）・

23日（金）・30日（金）、

６月６日（金）・13日（金）・

20日（金）・27日（金）　

全10回　午後７時～９時

※４月27日は午前10時～正午

■会場　大町公民館分室　講堂（４月27日は社公民館）

■対象・定員　市内にお住まいの年長以上の人　25人

■費用　1,000円（保険料込み）

■申し込み　４月23日（水）までに、費用を添えて直接、体育協会へ

平成 26 年度市民スポーツ祭　ゴルフの部　第13回市民ゴルフ大会
　日頃の練習に力を入れている皆さんや久しぶりのプレーになる皆さん、楽しく真剣に勝負するとともに親睦を深めましょう。

■日時　５月６日（火）　午前７時　　　■会場　穂高カントリークラブ（安曇野市）

■対象・定員　市民または市内に勤務している人　200人　※先着順

■費用　プレー代（昼食込み）13,000円と参加料1,000円　※当日徴収します。

■申し込み　４月４日（金）～25日（金）までに、電話またはＥメールで体育協会へ

Ｅメール　omachi-taikyou@bj.wakwak.com

■その他　大会要綱などは、お問い合わせください。　　　　■問い合わせ　体育協会　℡・有線２２－７６５８

グラウンド・ゴルフ教室
　グラウンド・ゴルフは、ゴルフをア

レンジしたニュースポーツで、ルール

も簡単、どこでも誰でも気軽に楽しめ

ます。昨年新しくオープンした運動公

園多目的芝生広場で、仲間と一緒に楽

しく練習しましょう。

■日時　５月10日～６月14日

毎週土曜日　全６回　午前

９時～正午

■会場　運動公園多目的芝生広場

■対象・定員　市民　20人　※先着順

■費用　1,200円（保険料含む）

■申し込み　５月８日（木）までに、費

用を添えて直接、体育協会へ
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『居
い

谷
や

里
り

湿
し つ

原
げ ん

』　（長野県天然記念物）

　やっと大町にも春がやって来ました。これからの

季節、木崎湖の近くにある居谷里湿原では、たくさ

ん生き物の息吹が感じられるようになります。

　標高830m、南北1.5㎞、最大幅130ｍ。この湿

原のうち、20,902㎡が天然記念物として指定され

ています。この時季は、冷たい水が流れる小川にザ

ゼンソウや、白く大きな姿のミズバショウ、黄色く

小さな花を咲かせるリュウキンカなどが美しい姿を

見せてくれます。

　居谷里湿原は、ハナノキ（カエデ科）が隔離分布す

る日本の北限になっており、学術的にも貴重なため、

種子や葉からの遺伝子研究などが行われています。

　動物も、長野県では珍しい暖地性のハッチョウト

ンボの生息が確認されており、さまざまな要素を持

つ特殊な自然環境であることが分かっています。

　ゴールデンウイークの５月３～５日は、湿原の植

物に詳しい講師と一緒に歩く観察ツアーを行います

ので、ぜひご参加ください。

居谷里湿原自然観察会

■日時　５月３日（土）〜５日（月）　１日２回

午前10時～11時30分、午後２時～

３時30分

■その他　申し込み不要、参加無料です。当日、

開始時間までに居谷里湿原駐車場に

集合してください。湿原内遊歩道を

１周します。

■問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

『月刊　　　　　　　　　　 』 　�
平成 26 年度第１期

「こども囲碁教室」
「大人のための囲碁入門講座」

　囲碁を通して人づくり街づくりを目指すアルプス

囲碁村推進協議会と日本棋院大町支部では、ことし

で13年目を迎える「こども囲碁教室」と、「大人のた

めの囲碁入門講座」を開催します。この機会に、集

中力や礼儀作法が身に付く囲碁を覚えてみませんか。

【こども囲碁教室】
■対象　大北・安曇野地域にお住まいの中学生以下
■費用　無料
■その他　送迎は、各ご家庭で行ってください。

【大人のための囲碁入門講座】
■対象　高校生以上
■費用　1,500円（テキスト代）、300円／回（受

講費）　※高校生は無料

共通事項
■日時　４月12日～７月19日　原則、毎週土曜日

全12回（予定）　午前10時～11時30分

■会場　アルプス囲碁村会館

■講師　アルプス囲碁村推進協議会　囲碁普及員

■申し込み　４月11日（金）までに、電話でアル

プス囲碁村推進協議会へ　※初心者は、講

座の進行上、途中からの参加はできません。

囲碁が打てる場合は、随時参加できます。

■問い合わせ

アルプス囲碁村推進協議会（企画財政課企画調整

係内）　℡ 市 内線５２２

大町市の文化財
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情報ステーション 国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
（
大
町
・
松
川
地
区
）
で
は
、
春
の

イ
ベ
ン
ト
「
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ 

２
０
１
４
」
を
開
催
。

「
森
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
家
族
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト

を
用
意
し
ま
す
の
で
、
新
緑
の
美
し
い
公
園
を
十
二
分
に
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
５
月
３
日（
土
）・
４
日（
日
）は
入
園
無
料
日
、
５
日（
月
）は
子

ど
も
の
み
入
園
無
料
日
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、
ぜ
ひ

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

地
図
。
開
く
と
三
角
帽
子
の
妖
精

が
飛
び
出
し
ま
し
た
。「
僕
ら
は

森
の
宝
の
番
人
さ
！
　
宝
物
を
見

つ
け
ら
れ
る
か
な
？
」ど
う
や
ら
、

森
の
妖
精
さ
ん
た
ち
が
宝
物
の
在

り
か
を
知
っ
て
い
る
み
た
い
。

　
木
子
は
仲
良
し
の
リ
ス
と
宝
物

を
探
し
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。「
君
も
一
緒
に
探
し
に
行
こ

う
よ
！
」。
冒
険
の
森
に
眠
る
宝

物
は
見
つ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

■
日
時
　
４
月
19
日（
土
）～
５
月

ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
冒
険
の
森

「
木
子
と
11
人
の
妖
精
」

　
木も

っ

子こ

が
公
園
で
見
つ
け
た
古
い

「
も
も
っ
ち
」大
道
芸
シ
ョ
ー

　
水
の
Ｃ
Ｍ
で
お
な
じ
み
、
長
野

県
出
身
の
大
道
芸
人「
も
も
っ
ち
」

が
あ
づ
み
の
公
園
に
や
っ
て
来
ま

す
！

■
日
時
　
４
月
26
日（
土
）　
午
前

11
時
、
午
後
２
時

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
大
草
原

「
バ
ル
ー
ン
☆
マ
リ
カ
」

ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー

　
国
内
で
も
数
少
な
い
女
性
バ

ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
一
人
、

「
バ
ル
ー
ン
☆
マ
リ
カ
」の
ア
ー
ト

バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■
日
時
　
４
月
27
日（
日
）　
午
前

11
時
、
午
後
２
時

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
大
草
原

ロ
ー
プ
で
木
登
り
！

ツ
リ
ー
イ
ン
グ

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
安
全

か
つ
気
軽
に
木
登
り
が
楽
し
め
ま

す
。
ま
る
で
鳥
に
な
っ
た
か
の
よ

う
な
、
信
じ
ら
れ
な
い
高
さ
か
ら

見
下
ろ
す
光
景
は
気
分
爽
快
！

■
日
時
　
５
月
３
日（
土
）～
５
日

（
月
）　
１
日
５
回
　
午
前
10
時
、

午
前
11
時
、
午
後
１
時
、
午

後
２
時
、
午
後
３
時

■
場
所
　
入
口
広
場

■
料
金
　
１
０
０
０
円

電
動
糸
鋸
切
り
抜
き
実
演

「
糸
鋸
寿
司
」

　
ま
る
で
本
物
の
お
寿
司
屋
さ
ん

の
よ
う
な
屋
台
・
衣
装
で
、
電
動

糸
鋸の
こ

を
使
っ
て
、
お
客
さ
ん
の
ご

注
文
を
切
り
抜
き
ま
す
。
動
物
や

恐
竜
、
魚
、
文
字
、
女
子
ア
ナ
ま

で
、
切
り
抜
け
る
物
な
ら
何
で
も

切
り
抜
く
。
材
料
は
、
木
曽
ヒ
ノ

キ
の
間
伐
材
。
一
匹
切
り
抜
く
の

に
速
い
も
の
な
ら
30
秒
、
高
速
糸

鋸
が
売
り
で
っ
せ
ー
!!

■
日
時
　
５
月
３
日（
土
）・
４
日

（
日
）　
午
前
11
時
、
午
後
２
時

■
場
所
　
大
草
原
の
家

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
お
財
布
に
優
し
く
地
球
に
優
し

い
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
５
月
３
日（
土
）　
午
前

10
時
～
午
後
４
時

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
大
草
原

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン

タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino
.g

o
.jp/ 

25
日（
日
）

■
受
付
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

※
宝
物
を
見
つ
け
た
お
友
達
か
ら
、

抽
選
で
２
０
０
人
に
素
敵
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

森の妖精

ツリーイング

糸鋸寿司
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募
集

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅
　
中
原
＝
１
戸（
３

Ｄ
Ｋ
Ｂ
）、
大
新
田
＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）、

借
馬
＝
２
戸（
２
Ｄ
Ｋ
Ｂ
、
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）、

西
原
＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）、
中
村
＝
１

戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）、
５
月
１
日（
木
）
か

ら
入
居
で
き
ま
す
。

※
Ｌ
＝
居
間
、
Ｄ
Ｋ
＝
台
所
兼
食
事
室
、

Ｂ
＝
浴
槽
な
し
浴
室
、
Ｙ
＝
浴
槽
付
き

浴
室

■
入
居
の
条
件
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

か
勤
め
て
い
る
人
で
、
単
身
世
帯
ま
た

は
同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得
が
一

定
額
以
内
な
ど
の
基
準
に
合
う
人

▽
そ
の
他
　
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼

育
は
禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み
　
４
月
15
日（
火
）ま
で
に
、

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

雇
用
促
進
住
宅
入
居
者

■
住
宅
の
概
要

▽
団
地
名
　
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
大
町

▽
所
在
地
　
大
町
市
社
４
６
８
２–

５
２
０

▽
建
設
年
度
　
平
成
10
年
度

▽
構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階

建
て

▽
間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ

▽
設
備
状
況

①
水
洗（
公
共
下
水
道
接
続
）

②
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
浴
槽
、
給
湯
器（
浴

室
、
洗
面
所
に
給
湯
）

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
備
な
し
。
台
所
瞬

間
湯
沸
か
し
器
・
居
室
照
明
器
具
は
入

居
者
が
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
駐
車
場
　
入
居
者
お
よ
び
同
居
者
が

使
用
で
き
る
有
料
駐
車
場
あ
り
。
希
望

者
は
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
そ
の
他
　
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼

育
は
禁
止
で
す
。
一
定
条
件
を
満
た
せ

ば
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
も
可
能
で
す
。

■
入
居
の
条
件
　
勤
労
者
ま
た
は
勤
労

者
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
人
で
、
所

得
が
一
定
以
上
な
ど
の
基
準
に
合
う
人

■
家
賃
・
駐
車
場
代
　
金
額
は
い
ず
れ

も
月
額

▽
家
賃（
階
ご
と
に
異
な
り
ま
す
）

１
階
・
２
階
＝
３
万
９
６
０
０
円
、

３
階
＝
３
万
８
４
０
０
円
、

４
階
＝
３
万
７
２
０
０
円
、

５
階
＝
３
万
５
６
０
０
円

▽
駐
車
場
代
　
１
台
当
た
り
２
５
０
０
円

■
申
し
込
み
　
随
時
受
け
付
け
中
で
す
。

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

台所

《広告》

外観居室
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市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
大
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、

事
業
の
運
営
に
際
し
、
身
体
に
障
が
い

が
あ
る
皆
さ
ん
の
車
い
す
介
助
や
付
添

い
、
見
守
り
の
ほ
か
、
行
事
会
場
の
準

備
や
片
付
け
な
ど
行
っ
て
い
た
だ
け
る

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
当
協
会
は
、
身
体
障
が
い
者
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
明
る
く
楽
し
く
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
日
常
生
活
の
改

善
や
社
会
参
加
の
推
進
、
相
談
な
ど
、

福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
市
民

■
募
集
期
間
　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
協
会
の
主
な
事
業
　
定
期
総
会
（
６

月
）、
障
が
い
者
運
動
会（
６
月
）、
身
体

障
が
い
者
福
祉
大
会
な
ど（
７
・
10
月
）、

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
（
10
月
）、
健
康
教

室（
11
月
）、
そ
の
他
協
会
行
事（
随
時
）

■
申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
直
接
、
市

福
祉
課
福
祉
係
ま
た
は
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ

■
そ
の
他
　
当
協
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
に
加
入
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
福
祉
課
福
祉
係
　
℡
市
内
線
４
２
７

▽
大
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
２
２
・
１
５
０
１

▽
大
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

℡
２
２
・
３
０
１
０

ピ
ア
ノ
弾
き
込
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
文
化
会
館
で
は
、
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
備
え
付
け
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
製
ピ
ア
ノ

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
良
好
に
維
持
す
る

た
め
、
定
期
的
な
弾
き
込
み
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

余
暇
を
利
用
し
て
、
ご
自
身
の
練
習
を

兼
ね
な
が
ら
弾
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
15
人
　
※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
高
校
生
以
上
で
ピ
ア
ノ
演

奏
経
験
10
年
以
上
ま
た
は
講
師
経
験
者

■
内
容

①
15
分
程
度
、
所
定
の
手
順
に
従
っ
て

鍵
盤
を
操
作
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
鍵
盤
操
作
後
に
１
時
間
45
分
程
度
、

自
由
に
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
演
奏
後
、
ピ
ア
ノ
の
状
態
な
ど
を
所

定
の
日
誌
に
記
録
し
て
終
了
し
ま
す
。

■
活
動
期
間
　
５
月
～
平
成
27
年
３
月

（
期
間
中
、
登
録
決
定
者
一
人
１
回
の

み
実
施
）

■
活
動
時
間
　
ホ
ー
ル
の
空
き
日
で
、

午
前
９
時
～
午
後
８
時
（
高
校
生
は
午

後
６
時
30
分
ま
で
）の
間
の
２
時
間

※
活
動
日
程
は
、
登
録
決
定
者
の
皆
さ

ん
と
後
日
調
整
し
ま
す
。

■
費
用
　
１
６
０
円
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
代
）

■
申
し
込
み
　
４
月
25
日（
金
）ま
で
に
、

文
化
会
館
窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、
文
化
会

館
へ

※
申
し
込
み
時
に
、
ピ
ア
ノ
経
験
年
数
、

得
意
な
演
奏
曲
な
ど
お
聞
き
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
文
化
会
館
　
℡
・
有

線
２
２
・
９
９
８
８

「
介
護
用
品
引
換
券
」

新
規
取
扱
店

　
市
で
は
、
要
介
護
１
以
上
の
認
定
を

受
け
て
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
市
民
税

非
課
税
世
帯
や
、
重
度
知
的
障
が
い
者

（
児
）、
そ
の
ご
家
族
に
対
し
て
、
申
請

に
よ
り
、
お
む
つ
と
交
換
で
き
る
「
介

護
用
品
引
換
券
」を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、「
介
護
用
品
引
換
券
」を
利
用

す
る
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

新
規
取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
。

■
取
扱
店
と
し
て
必
要
な
基
準

▽
市
内
に
店
舗
・
事
業
所
が
あ
る
こ
と

▽
対
面
販
売
に
よ
る
介
護
相
談
が
で
き

る
こ
と

■
申
し
込
み
　
５
月
２
日（
金
）ま
で
に
、

福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
、
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係
へ

■
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
高
齢
者
・
介

護
保
険
係
　
℡
市
内
線
４
１
６

市
少
年
少
女
合
唱
団

新
入
団
員

　
大
町
市
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
新

入
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
の
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く

歌
い
ま
せ
ん
か
。

　
毎
年
、「
長
野
県
合
唱
祭
」「
夏
の
合

宿
」「
定
期
演
奏
会
」「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
や

ま
び
こ
ま
つ
り
な
ど
の
市
内
イ
ベ
ン
ト

に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

人
は
、ぜ
ひ
一
度
練
習
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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■
対
象
　
小
学
１
年
生
～
高
校
３
年
生

■
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
４
時
～

６
時
　
※
演
奏
会
前
な
ど
は
午
後
２
時
～

６
時

■
会
場
　
文
化
会
館
　
練
習
室
３

■
申
し
込
み
　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

文
化
会
館
窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、
市
少
年

少
女
合
唱
団
事
務
局（
文
化
会
館
内
）へ

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
市
少
年
少
女
合

唱
団
事
務
局（
文
化
会
館
内
）　
℡
・
有

線
２
２
・
９
９
８
８

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

平
成
26
年
度
団
員
・
会
員

　
大
町
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
12
団
、
大

町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
６
教
室
、
ど
ち
ら

も
子
ど
も
た
ち
が
地
域
社
会
で
ス
ポ
ー

ツ
を
行
う
団
体
で
す
。
仲
間
と
楽
し
く

ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
大
町
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
サ
ッ
カ
ー
、

軟
式
野
球
、
硬
式
野
球
、
剣
道
、
柔
道
、

空
手
、
ス
ケ
ー
ト
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

■
大
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、

陸
上
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
硬
式
テ
ニ
ス

■
申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
直
接
、
体

育
協
会
へ

■
問
い
合
わ
せ
　
体
育
協
会
　
℡
・
有

線
２
２
・
７
６
５
８

お
は
な
ク
ラ
ブ（
前
期
コ
ー
ス
）

　
０
歳
児
の
お
子
さ
ん
の
子
育
て
で
、

日
々
一
喜
一
憂
し
て
い
る
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
保
健
、

発
達
相
談
、
歯
科
指
導
、
離
乳
食
な
ど

の
話
を
聞
き
、
日
頃
不
安
に
思
っ
て
い

る
こ
と
を
解
決
し
て
、
お
子
さ
ん
の
成

長
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
参
加
者
同
士

で
情
報
交
換
や
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
息
抜
き
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
５
月
８
日（
木
）・
22
日（
木
）、

６
月
５
日（
木
）・
19
日（
木
）、
７
月
３

日（
木
）・
16
日（
水
）　
全
６
回
　
午
前

９
時
30
分
～
11
時

■
対
象
・
定
員
　
平
成
25
年
８
月
１
日
～

26
年
１
月
31
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
保

護
者
　
15
組
　
※
先
着
順

■
申
し
込
み
　
４
月
21
日（
月
）～
28
日

（
月
）ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
は

な
の
き
保
育
園
子
育
て
支
援
室
「
た
ん

ぽ
ぽ
」へ

■
そ
の
他
　
10
～
12
月
に
は「
後
期

コ
ー
ス
」（
全
６
回
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
　
は
な
の
き
保

育
園
子
育
て
支
援
室「
た
ん
ぽ
ぽ
」

℡
２
２
・
２
１
３
２
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お
知
ら
せ

市
議
会
議
員
定
数

２
人
削
減
し
16
人
に

　
平
成
26
年
大
町
市
議
会
３
月
定
例
会

で
、
こ
れ
ま
で
の
議
員
定
数
18
人
を
２

人
削
減
し
16
人
と
す
る
条
例
改
正
案
が

提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
改
正
後
の
議
員
定
数
は
、
26
年

４
月
１
日
以
降
に
実
施
さ
れ
る
大
町
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
議
長
の
諮

問
に
基
づ
き
、
大
町
市
議
会
議
員
定
数

等
検
討
委
員
会
を
設
け
、
公
募
に
よ
る

市
民
委
員
を
加
え
、
24
年
３
月
か
ら
、

他
市
の
議
会
運
営
状
況
の
視
察
、
専
門

家
の
講
演
会
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会

な
ど
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
重

ね
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
幾
つ
か
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
集
約

す
る
内
容
で
25
年
12
月
に
議
長
に
対
し

て
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
条
例
改
正
案
は
、
こ
の
答
申

内
容
を
尊
重
し
、
議
員
提
出
議
案
と
し

て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
議
会
事
務
局

℡
市
内
線
５
８
１
・
５
８
２

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
の
補
助
制
度

　
市
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
住
宅
へ

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す

る
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
26
年

度
は
、
住
宅（
店
舗
併
用
住
宅
を
含
む
）

に
新
た
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
発
電
能
力
１

キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
２
万
円
の
補
助
を
行

い
ま
す（
上
限
10
万
円
）。
補
助
金
の
申
請

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
環

境
保
全
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
環
境
保

全
係
　
℡
市
内
線
４
６
５

４
月
か
ら
し
尿
く
み
取
り
料
金・

家
庭
雑
排
水
汚
泥
収
集
料
金
が

変
わ
り
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
し
尿
く
み
取
り
料
金
と

家
庭
雑
排
水
汚
泥
収
集
料
金
が
改
定
さ

れ
ま
す
。
今
回
の
増
額
は
、
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
分
で
す
。
ご
希
望
の
際
に
は
、

㈲
山
田
商
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
し
尿
く
み
取
り
料
金
　
10
リ
ッ
ト
ル

当
た
り（
消
費
税
込
み
）

▽
改
定
前
　
83
円（
公
共
下
水
道
な
ど
の
供

用
開
始
後
３
年
を
経
過
し
た
地
域
は
86
円
）

▽
改
定
後
　
86
円（
公
共
下
水
道
な
ど
の
供

用
開
始
後
３
年
を
経
過
し
た
地
域
は
89
円
）

■
家
庭
雑
排
水
汚
泥
収
集
料
金
　
１
回

当
た
り（
消
費
税
込
み
）

▽
改
定
前
　
１
６
５
０
円

▽
改
定
後
　
１
７
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

▽
㈲
山
田
商
会

℡
２
２
・
１
８
０
６

改
正
消
費
税
法
講
習
会

　
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
を
踏
ま
え
、
改
正
消
費
税
法
に
伴

う
記
帳
お
よ
び
留
意
点
な
ど
を
、
国
税

局
消
費
税
課
担
当
者
が
皆
さ
ん
に
お
話

し
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
不
要
、
受
講
無
料
で
す
。

■
日
時
　
４
月
18
日（
金
）　
午
後
３
時
～

４
時
30
分

■
会
場
　
北
安
曇
地
方
事
務
所
（
大
町

合
同
庁
舎
）　
５
階
　
講
堂

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
税
務
署
法
人
課

税
部
門
　
℡
２
２
・
０
８
９
２

市
営
駅
前
駐
車
場

長
時
間
の
利
用
料
金
が
一
律
に

　
市
で
は
、
Ｊ
Ｒ
信
濃
大
町
駅
か
ら
鉄

道
ま
た
は
バ
ス
を
利
用
し
て
県
外
な
ど

に
行
く
市
民
の
皆
さ
ん
や
、
立
山
黒
部

ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
な
ど
を
訪
れ
る
観
光

客
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
お
よ
び
負

担
軽
減
の
た
め
、
料
金
体
系
の
一
部
を
見

直
し
ま
し
た
。
４
月
１
日
か
ら
は
、
市
営

駅
前
駐
車
場
の
使
用
料
が
１
５
０
０
円

を
超
え
る
長
時
間
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

使
用
時
間
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
１
５
０
０

円
で
駐
車
で
き
る
よ
う
変
更
し
ま
す
。

　
県
外
な
ど
へ
の
出
張
や
旅
行
、
県
外

な
ど
か
ら
の
誘
客
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
車
両
の
保
管
や
放
置
な
ど
、悪
質
な
利
用

は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
消
費
生
活
・

交
通
安
全
係
　
℡
市

内
線
４
６
３
・

４
６
４

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
信
濃
路
は　
ゆ
と
り
の
笑
顔
と

　
ゆ
ず
り
あ
い
」

　
春
を
迎
え
る
と
路
面
環
境
が
良
く
な

り
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
が
増
え
て
き

ま
す
。
暖
か
く
な
る
と
と
も
に
外
出
す

る
機
会
も
増
え
、
新
入
学
児
童
や
高
齢

者
が
事
故
に
遭
う
こ
と
も
心
配
さ
れ
る

季
節
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
よ
り
、
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
は
大
北
管
内
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
命
を
落
と
さ
ず

に
済
ん
だ
と
思
わ
れ
る
交
通
死
亡
事
故

が
連
続
し
て
発
生
し
ま
し
た
。
市
の
調

査
で
は
、
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
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用
率
が
と
て
も
低
い
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
で
す
。

運
転
席
・
助
手
席
は
も
ち
ろ
ん
、
全
シ
ー

ト
で
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
間
　
４
月
６
日（
日
）～
15
日（
火
）

※
県
下
一
斉
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況

調
査
日
は
、
４
月
14
日（
月
）

■
運
動
の
重
点

▽
通
学
路
・
生
活
道
路
の
安
全
確
保
と

歩
行
者
保
護
の
徹
底

▽
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進（
特
に
、

自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知)

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
消
費
生
活
・

交
通
安
全
係
　
℡
市

内
線
４
６
３
・

４
６
４

春
の
あ
い
さ
つ
運
動

「
あ
い
さ
つ
で　
心
と
心
が

　
こ
ん
に
ち
は
」

　
大
町
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
と
市

教
育
委
員
会
で
は
、「
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
合
う
こ
と
で
、
温
か
い
心
の
通
い
合
う

ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
」と
願
い
、
あ
い

さ
つ
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間
　
４
月
６
日（
日
）～
15
日（
火
）

■
時
間
　
各
自
治
会
の
計
画
に
よ
り
ま

す
。

■
実
施
団
体
　
各
自
治
会
、
小
・
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会
育
成
会
ほ
か

■
街
頭
啓
発
　
自
治
会
な
ど
の
担
当
者

が
ワ
ッ
ペ
ン
を
付
け
て
、
あ
い
さ
つ
運

動
を
し
ま
す
。

■
そ
の
他
　
あ
い
さ
つ
運
動
は
、「
春

の
交
通
安
全
運
動
」と
一
緒
に
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
・
青
少
年
係
　
℡
市
内
線
６
２
５

平
成
26
年
度 

科
学
研
究
費
助
成
金

　
長
野
県
で
は
、
県
内
で
の
科
学
水
準

の
向
上
、
科
学
知
識
の
普
及
、
そ
の
他

科
学
の
振
興
を
図
り
、
公
益
の
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、（
一
財
）長

野
県
科
学
振
興
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

当
会
で
は
、
科
学
研
究
を
奨
励
す
る
た

め
、
県
内
の
自
然
科
学
を
研
究
す
る
個

人
お
よ
び
団
体
に
対
し
て
、
助
成
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者
お
よ
び
団
体
　
県
内
で
科
学

研
究（
次
に
掲
げ
る
も
の
は
除
く
）を
し

て
い
る
個
人
・
団
体
、
ま
た
は
、（
一
財
）

長
野
県
科
学
振
興
会
が
特
に
科
学
研
究

を
依
頼
す
る
者

▽
自
然
科
学
以
外
の
研
究

▽
す
で
に
完
成
し
て
い
る
研
究

▽
す
で
に
完
成
し
て
い
る
研
究
を
実
施

化
ま
た
は
企
業
化
す
る
た
め
の
研
究

▽
国
、
県
、
市
町
村
等
の
公
的
研
究
所
、

試
験
場
等
の
研
究
者
が
行
う
研
究
で
、

当
該
研
究
所
、
試
験
場
等
の
本
来
業
務

に
密
接
に
関
連
す
る
も
の

▽
他
の
助
成
を
受
け
て
い
る
研
究

■
助
成
金
　
30
万
円
以
内

■
申
し
込
み
　
５
月
12
日（
月
）ま
で
に
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
、（
一
財
）長
野
県
科
学
振
興
会
へ

※
申
請
書
は
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
2
.avis.n

e.jp
/~n

kagaku
/

jo
sei.h

tm
l

■
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）
長
野
県
科
学
振
興
会
事
務
局

（
長
野
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
・

生
涯
学
習
課
内
）

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
４
３
７

信
州
企
業
の
求
人
情
報
を
発
信

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
信
州
人
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
」

　
長
野
県
で
は
、
県
内
中
小
企
業
へ
の

就
職
支
援
の
た
め
、
県
内
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
若
者
や
Ⅰ
タ
ー
ン
希
望
の
皆

さ
ん
に
向
け
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
信
州

人
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　
12
月
末
ま
で
は
掲
載
料
が
無
料
で
す

の
で
、
掲
載
を
希
望
す
る
企
業
の
皆
さ

ん
は
、
積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
信
州
で
働
き
た
い
と
考
え
て
い

る
皆
さ
ん
の
登
録
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
名

信
州
人
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ

h
ttp

://career.n
agan

o
.jp

/

■
掲
載
内
容

▽
求
人
情
報（
新
卒
、
中
途
採
用
）

▽
企
業
案
内
（
業
務
、
待
遇
、
福
利
厚

生
な
ど
）

▽
企
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
経
営
者
や
働

い
て
い
る
人
た
ち
の
声
）

▽
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報

■
登
録
を
希
望
す
る
企
業
の
皆
さ
ん
へ

▽
サ
イ
ト
運
営
の
委
託
先
（
㈱
ウ
ィ
ル

ウ
ェ
イ
ズ
）
ま
た
は
県
労
働
雇
用
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

㈱
ウ
ィ
ル
ウ
ェ
イ
ズ

松
本
市
島
立
１
０
９
５

－

１
　
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
２
階

℡
０
２
６
３
・
５
０
・
６
７
５
０

FAX
０
２
６
３
・
５
０
・
６
７
５
７

Ｅ
メ
ー
ル
　in

fo
@

w
illw

ays.co
.jp

▽
㈱
ウ
ィ
ル
ウ
ェ
イ
ズ
の
担
当
者
が
、

連
絡
い
た
だ
い
た
企
業
に
、
事
前
に
取

材
に
伺
い
ま
す
。

▽
12
月
末
ま
で
掲
載
料
は
無
料
で
す
。

■
信
州
で
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
へ

　
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
上
の

「
新
規
会
員
登
録
」か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
登
録
し
た
人
は
、
掲
載
企
業

の
求
人
に
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
長
野
県
労
働
雇
用
課

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
２
０
１

Ｅ
メ
ー
ル

ro
d
o
ko

yo
@

p
ref.n

agan
o
.lg.jp



広報おおまち　2014.4 28

情報ステーション
nformationI

自主番組　午後8：45
＊文化のかほり………………………… １日（火）
「はばたきの集い」
▷内容　大町市芸術文化協会が主催した３月９
日の発表会の模様をお送りします。

＊きらり★大町人……………………… ７日（月）
「松本山雅大町サポの会を立ち上げられた平二
ツ屋・駒澤宗浩さんのご紹介」
▷内容　松本山雅の大ファンという熱意から、
大町を緑色に染めようと地元サポーターの会を
起こした駒澤さん。山雅ネットワークの凄さを
お聞きください。

＊グルメリポート！…………………… 18日（金）
「破砕ロック」
▷内容　トロリーバス開通50周年のことしは、
黒部ダム建設当時の飲み物（アルコール：焼酎
＋ぶどう酒）の復刻版を提供するお店が増えま
した。市内19店舗に30種類以上ある破砕ロッ
クを順番に紹介していきます。

■問い合わせ
　大町市有線放送　℡・有線２２－１２９７

■
内
容

▽
座
談
会
～
介
護
に
つ
い
て
み
ん
な
で

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
～

▽
普
段
か
ら
で
き
る
筋
力
低
下
予
防
体

操■
講
師
　
一
柳
裕
子
さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
）

■
そ
の
他
　
参
加
し
た
人
に
は
、
今
後

は
教
室
開
催
の
都
度
、
通
知
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
福
祉
課
内
）　
℡
市

内

線
４
１
７

認
知
症
介
護
者
の
会

　
市
で
は
、
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
交
流
や
、
介
護
者
自
身

の
心
身
の
健
康
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
し

て「
認
知
症
介
護
者
の
会
」を
開
催
し
て

お
り
、
本
年
度
は
年
５
回
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料

で
す
。
介
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
24
日（
木
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
　
市
役
所
本
庁
舎
　
２
階
　
西

第
１
・
２
会
議
室

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　「
広
報
お
お
ま
ち
№
９
９
７（
平
成
26

年
３
月
号
）」に
掲
載
の
記
事
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
者（
25
ペ
ー
ジ
）

■
問
い
合
わ
せ

▽
誤
　
Ｊ
Ａ
大
北
本
所

℡
２
３
・
１
８
４
２

▽
正
　
Ｊ
Ａ
大
北
本
所

℡
２
２
・
１
８
４
２

■
問
い
合
わ
せ
　
市
21
農
業
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー
　
℡
市
内
線
６
３
７

３
月
　
く
ら
し
の
案
内
板（
30
ペ
ー
ジ
）

歯
科
緊
急
当
番
医

▽
誤
　
16
日（
日
）	

　
橘
歯
科
医
院
（
白

馬
町
）

▽
正
　
16
日（
日
）	

　
橘
歯
科
医
院
（
白

馬
村
）

■
問
い
合
わ
せ
　
情
報
交
通
課
広
聴
広

報
係
　
℡
市
内
線
４
０
４

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊山の音楽家定期演奏会…………… １日〜13日
＊きらり輝く協働のまちづくり事業最終報告会…… ７日〜20日
＊シンガーソングライター陣内大蔵トーク＆ライブ…… 14日〜27日
＊県内ご当地対決～お花見のおとも編～…… 14日〜27日
＊はばたきの集い（市芸術文化協会）…… 21日〜５月４日
＊我らがふるさと　信州の火祭り…… 28日〜５月11日
※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新） 午前6:00、午前8:30、
正午、午後5：00、午後7：00、午後11：00

＊１週間の出来事ニュース、スポーツなど

お天気チャンネル　毎日放送
午前8:00、午前11:50、午後0:50、午後3:50、
午後5:50、午後6:50、午後10:50、午後11:50

＊生活に密着した気象情報をピンポイントでお伝えします。

◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページでご覧ください。信濃毎日新聞の中信
版にも毎日掲載しています。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

● ケーブルテレビ 4月の番組から ●

● 有線放送 4月の番組から ●
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室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります
▷ベビーベッド（約10年前購入、未使用）……… 無料
▷ベビーラック（約３年前購入）………………… 無料
▷おまる（約１年前購入）………………………… 無料

●譲ってください
▷木彫りの置き物　▷女性用スキー一式

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってくださ
い。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立することがあ
ります。ご了承ください。
　このコーナーでは、家庭で利用しなくなった生活用品
で、まだ十分利用できる不用品の再利用を目的に情報
提供しています。「譲りたい」「譲ってほしい」物があれば、
台帳に登録します。登録後は「広報おおまち」「市役所本
庁舎市民ホールのホワイトボード」「市ホームページ」でお
知らせします。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線463

図書館だより
－新着図書－
(一般)
相も変わらずきりきり舞い［小説］�� 諸田　玲子／著
約束の海［小説］������� 山崎　豊子／著
人間になれない子どもたち［社会］�� 清川　輝基／著
線路はつながった［鉄道］���� 冨手　淳／著
油いらずのフライパンレシピ［料理］�����
������������� 井沢　由美子／著
ふわとろこねこ［ペット］��� 上村　雄高／撮影
体の「冷え」は肌をつまめば消える［健康］���
�������������� 永井　佳子／著
(子どもの本)
おたまじゃくしのしょうがっこう［日本の絵本］…
����������� かこ　さとし／作・絵
あおいめのめりーちゃんおかいもの［日本の絵本］
����������� かこ　さとし／作・絵
ピクニック［外国の絵本］…………………………
��������� ジョン・バーニンガム／作
青い舌の怪獣をさがせ！［外国の読み物］………
���� ドリー・ヒルスタッド・バトラー／作
時計がわかる本［理科］����� 矢玉　四郎／著
楽しく遊ぶ学ぶ　よのなかの図鑑［社会科］……
�������������� 寺本　潔／監修

－貸出ベスト５（２月）－
(一般)
No.1　海賊とよばれた男　上・下［小説］………
�������������� 百田　尚樹／著
No.2　「がんもどき」で早死にする人、「本物のが
ん」で長生きする人［医学］����  近藤　誠／著
No.3　クラウドクラスターを愛する方法［小説］
��������������� 窪　美澄／著
No.4　色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼
の年［小説］���������� 村上　春樹／著
No.5　日本人なら知っておきたい！カミサマを
味方につける本［民俗］���� 井戸　理恵子／著

(子どもの本)
No.1　てぶくろ［外国の絵本］……………………
������ エウゲーニー・Ｍ・ラチョフ／絵
No.2　バムとケロのそらのたび［日本の絵本］…
������������ 島田　ゆか／作・絵
No.3　かいけつゾロリとなぞのひこうき［日本の
絵本］����������  原　ゆたか／作・絵
No.4　くだもの［日本の絵本］�� 平山　和子／作
No.5　ちいさいおうち［外国の絵本］……………
���� バージニア・リー・バートン／文・絵

－今月の推薦図書－

「メディア漬け」で壊れる子どもたち
清川　輝基・内海　裕美／共著

　子どもの生活の中で問題点の「メ
ディアの長時間接触」を、テレビ、
ゲーム、ケータイなどいろいろな
角度から取り上げます。幼児から
高校生まで、幅広い年齢層の子ど
もたちと関わる先生や保護者の皆
さんに読んでほしい一冊です。

－催し－

おいで　えほんのおへや・・・・・４月８日（火） 午前11時
おはなしの森・・・・・・・・４月12日（土） 午前10時30分
おりがみ教室・・・・・・・・・・・・・・・・・毎週日曜日　午後２時
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

今
月
の
納
税
な
ど

国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
４
月
分

保
育
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
月
分

市
営
住
宅
使
用
料

定
住
促
進
住
宅
使
用
料

雇
用
促
進
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
月
分

霊
園
清
掃
手
数
料
…
…
…
…
…
…
全
期

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
…
…
４
月
分

下
水
道
受
益
者
負
担
金
…
…
…
４
月
分

上
下
水
道
料
…
…
…
…
…
…
…
４
月
分

納
期
限
は
４
月
30
日（
水
）

＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 29,507（ － 15） 転入   57

男 14,304（ － 6） 転出   54

女 15,203（ － 9） 出生   11

世帯数 11,777（ － 4） 死亡   29
※ 3 月 1 日現在、（　）内は前月比

　
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

第
19
代
大
町
レ
デ
ィ
ー
ス

西
澤
彩
さ
ん
。
新
聞
記
者

な
の
で
取
材
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
今
回
は
逆
に
取
材
さ
れ
る
立
場
。
い

つ
も
の
明
る
く
元
気
な
様
子
で
は
な
く
、
緊
張

し
て
何
と
な
く
ぎ
こ
ち
な
い
様
子
。
普
段
、
取

材
時
に
現
場
で
一
緒
に
な
る
ほ
か
の
新
聞
社
な

ど
や
同
僚
の
記
者
か
ら
話
を
聞
か
れ
写
真
を

撮
ら
れ
、「（
い
つ
も
に
比
べ
）笑
顔
が
硬
い
」な
ど

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
翌
日
に
は
、
自
分

で
も
新
聞
の
写
真
を
見
て「
こ
の
角
度
は
駄
目

だ
」な
ど
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
す
ぐ
に

馴
れ
る
は
ず
。
こ
れ
ま
で
の
取
材
で
得
た
ほ
か

の
人
で
は
知
ら
な
か
っ
た
り
気
が
付
か
な
か
っ

た
り
す
る
情
報
や
知
識
を
生
か
し
て
、
今
ま
で

に
な
い
Ｐ
Ｒ
を
し
て
く
れ
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
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この広報紙は再生紙を使用し、石油溶剤のかわりに
大豆油を使用した大豆インキで印刷しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

くらしの案内板4月

無料相談

社会保険・
年金・労働

12日（土）
9:30〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
12日・26日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

10日（木）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

8日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=出井博文弁護士 （次回は5月13日　澤地雅弘弁護士）

市民なんでも
相談（要予約）

25日（金）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

行 政

23日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

16日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

23日（水）
9:00〜12:00 美麻支所

年 金 17日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

女 性

10日（木）
10:00〜15:00

東小会議室
（市役所東庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52524日（木）

9:00〜12:00

育 児
18日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

交通事故 24日（木）
10:00〜15:00 大町合同庁舎

北安曇地方事務所
地域政策課
県民生活係

☎ 23-6502

心配ごと
14日・28日

月曜日
13:00〜16:00

総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
14日・28日

月曜日
13:00〜15:00

人 権 17日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）
法 律 15日・22日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）へ
料金 =1時間以内10,000円（税別）

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

■内科（市内）・外科（大北一円）　　　　    （9:00〜17:00）

  6日（日）
内 伊東医院　　  （大黒町） ☎ 22-0077

外 西森整形外科  （松川村） ☎ 61-1700

13日（日）
内 柿下クリニック  （清水） ☎ 21-1230

外 石曽根医院　  （八日町） ☎ 22-0142

20日（日）
内 遠藤内科医院  （神栄町） ☎ 22-0031

外 大町総合病院  （高見町） ☎ 22-0415

27日（日）
内 松林医院　　  （大黒町） ☎ 22-5800

外 安曇総合病院  （池田町） ☎ 62-3166

29日（火）
内 菊地クリニック  （上一） ☎ 21-2580

外 狩谷整形外科医院（桜田町） ☎ 22-7788

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。（9:00〜12:00）

  6日（日） 砂田歯科医院　　  （高見町） ☎ 22-0648

13日（日） 竹内歯科医院　　  （池田町） ☎ 62-2151

20日（日） 武田歯科医院　　  （白馬村） ☎ 72-8060

27日（日） 西澤歯科医院　　　  （幸町） ☎ 22-5091

29日（火） 佐藤歯科医院　　  （相生町） ☎ 23-3211

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。 （9:00〜17:30）

  6日（日） 轟薬局　　　　　　  （上一） ☎ 21-1512

13日（日） とをしや薬局大町常盤店 （上一） ☎ 26-3252

20日（日）

カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184

れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

林薬局　　　　　  （仁科町） ☎ 22-0151

とをしや薬局大町常盤店 （上一） ☎ 26-3252

27日（日） いちご薬局　　　  （高見町） ☎ 21-3311

29日（火） 轟薬局　　　　　　  （上一） ☎ 21-1512

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00

休 診 日 6 日㈰・13 日㈰・20 日㈰・27 日㈰・29 日㈫

受付時間 18:30〜20:45 ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）
「フレンド・プラザ大町」内


